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序
章
科
学
史
と
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

科
学
史
の
側
面
か
ら
再
検
討
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
ー
＇
植
民
地
科

学
、
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
、
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
試
論

塚
原
東
吾
（
東
海
大
学
）
、
篠
田
真
理
子
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
伊
藤
憲
二
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
松
村
紀
明
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
綾

部
広
則
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
柿
原
泰
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
本
間
栄
男
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、
杉
山
滋
郎
（
北
海
道
大
学
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
業
績
に
つ
い
て
は
長
い
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
近
年
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
ち

ら
ば
る
関
係
資
料
の
発
見
な
ど
も
相
次
ぎ
、
そ
の
研
究
上
の
領
域
の
広
さ
は
歴
史
学
研
究
上
も
ま
れ
に
み
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
国
内
で
の
研
究
の
関
心
の
集
ま
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
江
戸
期
の

H
本
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
医
学
・
近
代
科
学
の
優
れ
た
導
入
者

と
し
て
の
側
面
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
彼
の
も
と
に
参
集
し
た
閾
学
者
の
研
究
な
ど
か
ら
も
広
く
検
討

の
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
か
ら
み
た
シ
ー
ボ
ル
ト
像
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
優
れ
た
調
査
を
は

じ
め
、
永
積
洋
子
ら
の
検
討
に
よ
っ
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
果
た
し
た
歴
史
上
の
役
割
を
外
交
上
の
立
場
な
ど
か
ら
論
ず
る
視
点
を
含
め
て
、

H

本
の
近
代
化
に
対
す
る
貢
献
と
い
う
以
外
の
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
側
面
へ
の
光
が
あ
て
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
研
究
の
現
在
ま
で
の
到
達
点
を
考
え
る
と
、
日
本
で
の
研
究
の
進
展
状
況
と
海
外
で
の
研
究
の
成
果
を
総
合
し
、
こ
れ
ら
相

互
の
比
較
・
検
討
の
う
え
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
像
を
包
括
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
シ
ー
ボ
ル
ト
と
い

う
豊
か
な
索
材
を
前
に
し
た

H
本
の
歴
史
家
と
し
て
、
世
界
に
向
け
て
「
発
信
」
で
き
る
成
果
と
し
て
の
シ
ー
ポ
ル
ト
の
研
究
を
総
体
と
し
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て
鍛
え
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
そ
の
目
標
に
達
す
る
努
力
と
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
の
研
究
を
近
年
で
は
方
法
論
的
に
著
し
い
進
展
を
み
せ
る
科
学
史
の

面
か
ら
本
格
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
を
試
み
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
長
い
研
究
史
が
あ
る
こ
と
か
ら
実
証
的
な

研
究
の
蓄
積
が
夙
に
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
多
様
な
新
資
料
の
発
見
も
み
ら
れ
る
分
野
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
従
来
の
研
究
に
対
し
て
の
更
な
る
資
料
上
の
貢
献
と
し
て
、
筆
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
塚
原
の
調
査
に
よ
る
新
資
料
の
紹
介

（図

1
・
図
2
参
照
）
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
を
科
学
史
上
で
議
論
さ
れ
る
新
た
な
概
念
枠
組
み
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
科
学
史
上
の
概
念
枠
組
み
と
は
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
の
展
開
以
降
に
提
出

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
史
学
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
方
法
論
上
の
概
念
で
あ
り
、
歴
史
上
の
人
物
・
事
件
へ
の
見

方
に
大
き
な
変
化
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
ア
ナ
ー
ル
学
派
的
な
方
法
性
に
沿
っ
て
ミ
ク
ロ
な
史
実
へ
の
こ
だ
わ
り

を
追
究
し
て
ゆ
く
と
い
う
研
究
戦
略
は
、
自
ら
の
歴
史
研
究
へ
の
参
入
を
疫
学
研
究
に
な
ぞ
ら
れ
た
石
田
純
郎
に
よ
る
閾
俣
学
史
の
研
究
が
、

は
か
ら
ず
も
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
八

0
年
代
後
半
に
は
蘭
学
研
究
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
た
。
几

0
年
代
的

現
在
に
お
い
て
の
思
潮
に
立
つ
な
ら
、
こ
の
「
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
」
と
い
う
方
法
論
は
、
さ
ら
に
「
細
部
↓
全
体
性
へ
の
逆
照
射
」
と
い

う
よ
う
に
機
能
拡
張
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
機
能
拡
張
は
、
ひ
い
て
は
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ド
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ

ム
的
な
手
法
の
枠
内
で
の
「
閾
学
現
象
」
の
検
討
の
可
能
性
、
そ
し
て
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

ト
研
究
の
可
能
性
さ
え
も
呈
示
し
て
い
る
。

科
学
史
で
の
ク
ー
ニ
ア
ン
的
方
法
論
の
ア
ナ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ
ム
的
な
展
開
へ
の
並
行
的
努
力
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
科
学

社
会
学
の
ス
ト
ロ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
喝
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
学
派
に
よ
る
科
学
の
社
会
的
機
能
の
ラ
ジ
カ
ル
な
分

析
に
み
ら
れ
る
方
法
論
で
あ
る
。
こ
の
学
派
の
も
た
ら
し
た
成
果
は
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
持
つ
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
自
然
科
学
上
の
活
動

を
歴
史
的
に
検
討
す
る
際
に
は
確
実
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
科
学
の
社
会
史
・
社
会
的
機
能
に
注
目
を
し
て
ゆ
く
と

(
C
S
)
」
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
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い
う
研
究
の
手
法
は
、

異
文
化
接
触
と
科
学
技
術
の
関
係
性
の
分
析
に
も
ま
た
有
効
な
概
念
装
置
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
分
析
の
延
長
線
上
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
的
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
指
摘
を
行
う
と
い
う
視
点
は

ド
イ
ツ
の
フ
リ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
端
緒
が
開
か
れ
た
が
、
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ス
が
こ
れ
を
今
後
の
研
究
者
に
と
っ
て
の

"must"で
あ
る
と
評
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
十
全
な
検
討
が
す
す
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
が
あ
る
。
近
年
は

H
本
で
も
‘
杉
本
淑
彦
・
正
木
恒
夫
ら
の
研

究
に
よ
り
、
文
学
と
史
学
の
出
会
う
ア
ジ
ー
ル
の
場
と
し
て
の
フ
ー
コ
テ
ィ
ア
ン
的
研
究
に
な
ら
ん
で
、
サ
イ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
研
究
は
進
ん

で
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
自
ら
の
「
史
的
索
材
」
、
す
な
わ
ち
日
本
史
上
で
論
じ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
の
余
地
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。

H
本
に
と
っ
て
「
科
学
」
と
は
徹
頭
徹
尾
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
」
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
研
究
を
通
じ

て
、
サ
イ
ー
ド
の
議
論
に
繋
げ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
、
は
か
ら
ず
も
き
わ
め
て
近
距
離
に
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
史
学
上
の
議
論
の
交
錯
状
況
を
認
識
し
た
上
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
第
一
章
で
「
植
民
地
科
学
」
研
究
と
い
う
新
分
野
で
議
論
さ
れ

る
射
程
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
を
論
じ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
の
歴
史
的
理
解
に
新
た
な
断
面
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

続
い
て
以
下
に
本
論
文
の
全
体
的
な
構
想
を
示
し
て
お
き
た
い
。
第
二
章
で
は
、
科
学
史
研
究
で
提
出
さ
れ
て
い
る
概
念
が
、
シ
ー
ボ
ル

ト
研
究
を
進
め
る
上
で
、
い
か
な
る
有
効
性
を
持
ち
う
る
か
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
図
1
・図
2
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
数
値
的
な
デ
ー
タ
ー

の
持
つ
科
学
史
的
な
意
味
の
再
検
討
を
行
っ
て
ゆ
く
。
特
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
三
点
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
科
学
史
に
お
け
る
「
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
批
判
」
と
従
来
の
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
。
〔
第
二
章
第
一
節
〕

(
2
)
ク
ー
ン
の
提
出
し
た
「
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
」
と
い
う
概
念
と
シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
化
学
」
に
つ
い
て
。
〔
第
二
章
第
二
節
〕

(
3
)
ス
ー
ザ
ン
・
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
る
フ
ン
ポ
ル
デ
ィ
ア
ン
科
学
者
と
い
う
概
念
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
自
然
誌
研
究
。
〔
第
二
章
第
三
節
〕

以
下
三
点
を
、
二
章
で
検
討
し
て
ゆ
き
、
更
に
最
終
章
と
し
て
こ
れ
ら
の
関
係
性
を
論
じ
た
後
、
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
概
念
に
対
し
て

シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
の
分
析
を
通
じ
て
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
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代
表
的
な
研
究
と
し
て
呉
秀
三
著
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
』
(
-
九
二
五
年
）

H
独
文
化
協
会
編
『
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
』
（
一
九
三
八
年
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
法
政
大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
会
に
よ
り
雑
誌
『
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
』
な
ど
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

②
 
M
a
c
l
e
a
n
,
 "
N
a
t
u
r
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
 in J
a
p
a
n
,
 L
 B
e
f
o
r
e
 1930,'

lゞ
n
n
a
l
s
o
f
 S
c
i
e
n
c
e
,
 V
o
L
3
0
,
 N
 o.3, S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
 1973, p
p
.
2
5
7
 

ー

2
9
8
;
Idem・9C↓

 N
a
t
u
r
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
 in J
a
p
a
n
 f
r
o
m
 1
8
2
8
 t
o
 1849,"in J
 

ト
と
オ
ラ
ン
ダ
の
学
会
」
（
『
思
想
』
一
九
八
二
年
七
月
号

N
o
.
6
9
7
,
p
p
.
6
5ー

84)

シ
ー
ボ
ル
ト
の
外
交
面
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
梶
輝
行
・

沓
沢
宣
賢
な
ど
の
研
究
を
参
照
。

③
い
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
で
「
科
学
史
」
と
い
う
時
に
は
、
歴
史
は
単
な
る
事
実
関
係
の
羅
列
や
細
か
い
史
実
へ
の
こ
だ
わ
り
の
み
を
意

味
し
な
い
。
そ
う
い
っ
た
史
実
へ
の
「
見
方
」
を
含
め
た
も
の
と
し
て
の
「
歴
史
」
を
構
想
し
て
い
る
。

④
 
T
h
o
m
a
s
 K
u
h
n
,
 
T
h
e
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
 o
f
 Scientific 
R
e
v
o
lミ
tions,
1962. 
S
e
c
o
n
d
 Edition, E
n
l
a
r
g
e
d
 v
e
r
s
i
o
n
 in 1970. (!iii::~ 

は
中
山
茂
に
よ
り
邦
題
『
科
学
革
命
の
構
造
』
、
一
九
七
一
年
）
ま
た
以
下
の
諸
論
考
も
参
考
ー
中
山
茂
編
『
パ
ラ
ダ
イ
ム
再
考
』
（
一
九
八

四
年
「
特
集
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
以
後
ー
科
学
的
真
理
と
相
対
主
義
」
、
『
現
代
思
想
』
、

v
o
l
・
1
3
-
8
、
一
九
八
五
年
）
。

⑤
石
田
純
郎
著
『
閾
学
の
背
景
』
(
-
九
八
八
年
）
。
ア
ナ
ー
ル
派
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
福
井
憲
彦
著
『
「
新
し
い
歴
史
学
」
と
は

何
か
ー
ア
ナ
ー
ル
派
か
ら
学
ぶ
も
の
』
(
-
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
の
諸
業
績
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
『
現
代
思
想
』
vol.
1
7ー

2
(
一
九
八
九
年
二
月
）
に
優
れ
た
論
考
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
(
C
u
l
t
u
r
a
l

S
t
u
d
i
e
s
略
し
て

C
S
)

に
つ
い
て
は
、
『
現
代
思
想
』

vol.
2
4
-
3
 (1996. 3
 J=l)
を
参
照
。
ま
た
科
学
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に

つ
い
て
『
現
代
思
想
』

vol.
2
4ー

6(1996~5 

J=l)
に
収
録
さ
れ
た
論
考
は
秀
逸
で
あ
る
。
中
で
も
金
森
修
に
よ
る
論
文
「
科
学
の
人
類
学
」

が
、
本
稿
の
執
筆
に
起
動
的
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
与
え
た
こ
と
は
、
注
記
し
て
お
き
た
い
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
学
派
に
つ
い
て
は
、

B
a
r
r
y
B
a
r
n
e
s
,
 A
b
o
u
t
 Science, 
1
9
8
5
;
 
S
t
e
v
e
n
 S
h
a
p
i
n
 a
n
d
 S
i
m
o
n
 S
c
h
a
f
f
e
r
,
 L
e
v
i
a
'
 

(6) (1) 
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第
一
節

科
学
史
の
な
か
で
議
論
さ
れ
る
植
民
地
科
学
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

第
一
章
植
民
地
科
学
者
と
し
て
の
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

き
n
ミ
ミ

d
the 
A
i
r
 1
Pミ
m
p」
1
9
8
5
;
 

S
t
e
v
e
n
 S
h
a
p
i
n
,
 A
 Social 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 T
r
u
t
h
,
 1
9
9
4

な
ど
を
参
照
。

⑦
 
E. 
F
r
i
e
z
e
,
 
Phillip 
FY<ミ
n
z
0
o
n
 
S
i
e
b
o
l
d
 
als 
f
rミぎ、

E
x
p
o
葵
n
t

d
e
r
 
O
s
t
a
s
i
e
n
翌
'ssenschaften
:
 さ
in

B
e
i
t
ミ
g

z
ミ、

O
r
i
e
n
t
a
l
i
s
m
u
sー

d
ぢ
k
u
s
s
i
o
n
u
n
d
 
g
 
r
 Geschichite 
dei、
ミ

u
r
o
p
a
i
s
c
h
-
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
n
Be. 唸
唸
n
u
n
g
,
1
9
8
3
.
 

⑧
杉
本
淑
彦
著
『
文
明
の
帝
国
ー
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
と
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
文
化
』
(
-
九
九
五
年
）
。
正
木
恒
夫
著
『
植
民
地
幻
想

ー
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
(
-
九
九
五
年
）
。

⑨
こ
れ
ら
の
資
料
は
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
お
よ
び
彼
の
助
手
で
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
に
よ
る
綿
密
か
つ
包
括
的
な
、
か
な
り
の
長
期
間
に
渡
る
気
象
観
測
デ
ー
タ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
章
の
な
か
の
、
特
に
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
者
と
し
て
の
シ
ー
ポ
ル
ト
の
検
討
の
と
こ
ろ
〔
第
二
章
第
三
節
〕
で
議
論
し
た
い
が
、
と

り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
ー
塚
原
東
吾
著
「
西
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
（
ボ
ッ
フ
ム
）
に
現
存
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
文

書
中
の
日
本
の
地
質
学
的
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
」
（
『
日
閾
学
会
会
誌
』
、

vol.
1
5ー

1
,

pp. 5
7ー

77.)

⑩
こ
の
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
ス
ー
ザ
ン
・
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
多
角
的

な
検
討
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
篠
田
は
以
下
の
論
文
で
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
I

篠
田
真
理
子
著

『
〈
新
し
い
地
〉
の
現
出
ー
植
物
生
理
学
・
生
態
学
の
成
立
と
〈
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
〉
の
変
遷
』
(
-
九
九
五
年
度
、
東
京
大
学
大
学
院
、

修
士
論
文
）
。
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「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
植
民
地
科
学
者
で
あ
っ
た
。
」

も
ち
ろ
ん
こ
の
テ
ー
ゼ
に
は
、
数
多
く
の
注
意
書
き
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
三
点
の
み
を
挙
げ
た
い
。

ま
ず
第
一
点
と
し
て
「
植
民
地
科
学
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
だ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
科
学
」
の
意
図
的
・
有
効
的
な
利
用

を
植
民
地
支
配
の
尖
兵
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
植
民
地
主
義
的
な
傾
向
性
の
断
罪
を
意
図
し
た
も
の
、
も
し
く
は
そ
う
い
っ

た
モ
ラ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
暗
示
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
点
は
、
誤
解
を
大
い
に
濯
れ
つ
つ
も
表
明
し
て
お
こ
う
。
植
民

地
主
義
の
時
代
、
そ
し
て
そ
の
前
夜
に
時
代
を
構
成
し
、
ま
た
そ
の
時
代
の
駆
動
力
と
な
っ
た
経
済
・
政
治
の
み
な
ら
ず
思
想
的
・
科
学
技

術
的
な
各
種
の
要
因
を
論
ず
る
の
に
、
感
情
移
入
は
さ
て
お
き
、
不
必
要
に
し
て
極
端
な
政
治
化
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
意
図
さ
れ
て
は

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
植
民
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

対
面
さ
え
避
け
て
き
た
戦
後
日
本
の
歴
史
研
究
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
の
、
科
学
史
家
か
ら
の
試
論
を
こ
こ
で
は
意
図
し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
二
点
と
し
て
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
「
シ
ー
ボ
ル
ト
は
（
植
民
地
支
配
戦
略
上
の
）
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
俗
説
に
与
し

な
い
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
歴
史
研
究
に
対
し
て
「
ス
パ
イ
」
な
ど
と
い
う
安
易
な
概
念
を
持
ち
出
し
、
そ
う
い
っ
た
定
式
化

の
仕
方
自
体
を
す
ん
な
り
受
容
す
る
と
い
う
心
性
は
、
あ
る
「
国
家
」
な
り
「
体
制
」
な
り
と
い
っ
た
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
対
峙
す

る
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
「
機
密
情
報
」
を
特
定
的
に
移
送
す
る
使
命
を
お
び
て
い
る
と
い
う
、
そ
ん
な
風
に
冷
戦
下
に
過
度
に
脚
色
さ
れ
た
「
ス

パ
イ
」
概
念
に
対
し
て
の
、
自
己
充
足
的
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
共
感
的
な
息
い
入
れ
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ス
パ
イ

さ
れ
る
側
と
し
て
の
「
情
報
被
搾
取
感
」
と
い
う
‘
被
害
妄
想
と
さ
え
言
い
得
る
よ
う
な
マ
ス
・
ヒ
ス
テ
リ
ア
に
相
乗
り
す
る
か
た
ち
で
増

長
さ
れ
る
心
情
に
、
あ
ま
り
に
無
意
識
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
代
と
い
う
時
代
を
歴
史
に
読
み
直
す
こ

と
を
試
み
れ
ば
、
こ
の
「
ス
パ
イ
説
」
の
流
通
論
的
・
言
語
的
な
安
易
さ
は
、
「
冷
戦
的
な
思
考
様
式
」
丸
出
し
で
あ
る
こ
と
が
、
メ
タ
の
レ

ベ
ル
で
分
析
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
「
壁
・
崩
壊
」
以
降
の
知
性
の
所
産
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
の
テ
ー
ゼ
を
置
き
た
い
。
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第
三
点
と
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
歴
史
上
の
人
間
達
の
成
し
た
な
に
が
し
か
の
営
為
を
論
じ
る
際
、
時
代
状
況
の
中
で

の
「
演
者
（
ア
ク
タ
ー
）
」
の
主
観
的
な
判
断
と
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
の
「
劇
場
（
シ
ア
タ
ー
）
」
の
な
か
で
の
「
舞
台
（
ス
テ
ー
ジ
）
」
の

巡
り
合
わ
せ
と
い
う
客
観
状
況
の
構
成
を
、
混
同
し
て
し
ま
う
よ
う
な
ナ
イ
ー
ヴ
さ
の
待
ち
受
け
る
陥
非
に
は
、
足
を
と
ら
れ
ぬ
よ
う
注
意

を
払
い
た
い
。
そ
れ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
に
対
し
て
あ
る
種
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
持
っ
て
い
た
と
か
、
彼
自
身
に
日
本
の
植
民
地
化
へ
の
意

図
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
か
い
う
レ
ベ
ル
で
の
、
と
も
す
れ
ば
「
歴
史
」
の
議
論
を
情
緒
的
に
踏
み
外
し
か
ね
な
い
言
説
と
の
一
線
を
引

く
こ
と
を
、
「
植
民
地
科
学
」
の
議
論
で
は
意
図
し
て
い
る
。
戦
後

H
本
で
は
「
植
民
地
」
と
い
う
語
に
ま
つ
わ
る
忌
ま
わ
し
い
過
去
か
ら
、

そ
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
あ
る
種
の
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
不
幸
な
歴
史
が
あ
り
、
極
端
な
か
た
ち
で
は
い
わ
ゆ
る
「
失
言
」
と
い
う
形
で

愚
行
・
失
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
忌
ま
わ
し
く
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
‘
「
過
去
」
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
自
ら
の
な

り
わ
い
と
す
る
歴
史
家
は
、
そ
の
よ
っ
て
立
つ
べ
き
確
固
た
る
地
平
を
示
す
使
命
が
あ
る
と
考
え
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
な
ら
ば
、
そ

も
そ
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
主
観
的
に
「
植
民
地
主
義
」
を
意
識
し
て
い
た
か
否
か
と
い
っ
た
次
元
の
問
題
に
、
こ
の
問
題
を
解
消
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
か
な
り
偶
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
み
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
・
東
イ
ン
ド
の
文
脈
と
い
う
劇
場
の
中
で
、

長
崎
・
出
島
と
い
う
舞
台
は
ど
の
よ
う
な
位
相
を
持
っ
た
「
ト
ポ
ス
（
位
置
）
」
に
措
定
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
時
空
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
解
析

に
、
「
植
民
地
科
学
」
と
い
う
ダ
イ
メ
ン
ジ
ョ
ン
（
次
元
）
で
の
切
開
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
点
を
ふ
ま
え
て
、

と
き
、

日
本
に
お
け
る
シ
ー
ポ
ル
ト
に
た
い
し
て
の
認
識
の
分
析
は
、
そ
の
実
証
的
な
研
究
の
蓄
積
の
上
に
、
植

民
地
科
学
史
と
い
う
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
か
ら
構
想
す
べ
き
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
近
年
進
展
の
著
し

い
科
学
史
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
科
学
と
帝
国
主
義

(
S
c
i
e
n
c
e
a
n
d
 E
m
p
i
r
e
)
」
の
枠
組
み
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
問
題
の
再
検
討

に
つ
い
て
、
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
こ
の
枠
組
み
に
つ
い
て
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
注
意
点
を
述
べ
て
お
く
と
、
こ
こ
で
「
帝
国
主
義
」
と
い
う

必
ず
し
も
レ
ー
ニ
ン
ー
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
的
な
帝
国
主
義
の
定
義
に
は
特
に
よ
ら
ず
に
、
ま
た
時
間
軸
も
特
定
し
て
一
八
七

0
年
代
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以
降
と
い
う
設
定
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
よ
り
広
義
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
外
拡
張
に
と
も
な
う
本
格
的
な
植
民
地
主
義
の
展
開

へ
の
長
い
準
備
段
階
か
ら
、
現
在
ま
で
を
含
め
た
西
欧
中
心
的
な
世
界
秩
序
の
構
築
に
と
も
な
う
状
況
の
中
で
の
、
「
科
学
」
に
つ
い
て
の
歴

史
的
研
究
の
一
群
と
し
て
、
理
解
し
て
お
い
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
八

0
年
代
の
後
半
か
ら
九

0
年
代
の
前
半
に
か
け
て
ル
イ
ス
・
パ
イ
エ
ン

ソ
ン
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
各
々
の
植
民
地
に
お
け
る
精
密
科
学
の
研
究
三
部
作
が
、
こ
の
分
野

で
の
―
つ
の
機
軸
的
な
問
題
の
所
在
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
技
術
決
定
論
と
し
て
批
判
を
受
け
て
は
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

拡
張
と
広
義
の
「
科
学
・
技
術
」
の
関
係
を
あ
っ
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
邦
訳
で
も
広
い
読
者
を
獲
得
し
た
ヘ
ッ
ド
リ
ッ
ク
ら
の
研
究
も
ま

た
、
こ
の
「
科
学
と
帝
国
主
義
」
研
究
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
で
は
、
植
民
地
支
配
を
め
ぐ
っ
て
の
科
学
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
役
割
に
つ
い
て
の
パ
イ
エ
ン
ソ
ン

vs.
パ
ラ
デ
ィ
ー
ノ
・
ウ
オ
ー
ボ
ー
イ
論
争
は
、
広
い
領
域
の
研
究
者
を
ま
き
こ
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
も
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
科
学
技
術
と
帝
国
主
義
の
関
連
性
を
研
究
す
る
際
に
み
ら
れ
る
技
術
決
定
論
的
傾
向
を
鋭
く
指
摘

す
る
イ
ン
ド
の
デ
ィ
ー
パ
ッ
ク
・
ク
マ
ー
ル
は
、
非
西
欧
の
立
場
か
ら
の
発
言
者
の
箪
頭
を
切
っ
て
お
り
、
九

0
年
代
の
科
学
史
研
究
で
は

も
っ
と
も
盛
ん
な
議
論
の
交
わ
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
張
と
そ
れ
に
と
も
な
う
科
学
的
活
動
の
関
連
性
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
現
在
の
研
究
状
況
に
照
ら
し
て
考
え

る
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る

H
本
の
自
然
科
学
的
調
査
は
、
ま
さ
に
「
植
民
地
科
学
者
」
的
で
あ
っ
た
と
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た

面
に
つ
い
て
は
、
従
米
よ
り
シ
ー
ボ
ル
ト
が

H
本
に
来
た
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
側
の
事
情
に
つ
い
て
、
板
沢
ら
の
研
究
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
オ
ラ
ン
ダ
の
み
の
事
情
、
せ
い
ぜ
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
勢
と
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ジ

ア
で
の
植
民
地
事
情
の
概
要
を
述
べ
る
程
度
で
、
ミ
ク
ロ
・
ア
ナ
リ
シ
ス
に
終
始
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
若
干
例
外
的
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト

に
よ
る

H
本
の
茶
の
ジ
ャ
ワ
ヘ
の
移
植
の
試
み
が
植
民
地
経
営
に
資
す
る
戦
略
資
源
と
し
て
の
植
物
資
源
の
研
究
と
い
う
側
面
で
議
論
さ
れ

て
い
る
石
山
に
よ
る
研
究
が
出
色
で
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
従
来
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
研
究
の
目
的
は
、
世
俗
的

(secular)

な
目
的
を
論
ず
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
と
い
う
よ
り
も
、
や
や
「
純
粋
な
」
科
学
の
追
究
と
い
う
側
面
で
の
聖
化
に
傾
い
た
き
ら
い
が
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仰

あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
ま
さ
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が

H
本
に
と
っ
て
の
「
先
生
」
で
あ
っ
た
所
以
で
あ
り
、

と
「
科
学
性
善
説
」
と
の
、
深
層
に
お
け
る
凡
庸
な
る
通
底
性
を
み
せ
て
い
る
点
で
も
あ
る
。

し
か
し
科
学
史
の
近
年
で
の
進
展
、
特
に
科
学
の
社
会
史
な
ど
が
あ
る
種
の
到
達
を
み
せ
て
い
る
な
か
で
、

科
学
と
政
治
・
社
会
状
況
と
の
相
関
関
係
に
、
更
な
る
分
析
が
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
卓
抜
し
た
史
観
に
貰
か
れ
た
ラ
ッ
フ
ル
ズ
伝
を
も

の
に
し
た
信
夫
誠
三
郎
に
こ
の
問
題
へ
の
萌
芽
的
な
関
心
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
も
あ
る
が
、
前
述
の
パ
イ
エ
ン
ソ
ン
な
ど
を
は
じ
め
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
科
学
・
技
術
の
関
係
に
つ
い
て
は
単
に
そ
の
領
域
の
重
要
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
ら
な
い
一
歩
進
ん
だ
研
究
が
現

わ
れ
だ
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
特
徴
と
し
て
は
、
な
に
よ
り
も
デ
ー
タ
ー
の
量
に
お
い
て
記
述
の
質
に
転
換
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
「
科
学
と
帝
国
主
義
」
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
か
れ
た
研
究
領
域
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
二
大
植

民
超
大
国
の
「
外
地
」
で
の
科
学
・
技
術
展
開
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ベ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
な
活

動
の
分
析
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
膨
張
・
拡
大
を
「
し
た
側
」
か
ら
の
視
点
の
み
な
ら
ず
、
「
さ
れ
る
側
」
の
論
理
と
し
て
イ
ン
ド
・

中
国
・
ト
ル
コ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
事
例
研
究
な
ど
も
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ヴ
が
展
開
さ
れ
る
と
、

H
本
の
「
閾
学
」
現
象
は
い
わ
ゆ
る
「
近
代
化
の
先
駆
者
」
と
い
う
一
元
的
理
解
や
「

H
本
特
殊
論
」
で
は

議
論
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
に
「
杉
田
玄
白
（
の
よ
う
な
近
代
医
学
の
紹
介
者
）
」
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
に
「
平
賀
源
内
（
の
よ
う
な
好
事
家
）
」
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
い
を
た
て
れ
ば
実
は
「
い
た
」
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ
に
「
作

久
間
象
山
（
の
如
く
国
を
憂
う
者
）
」
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
「
宇
田
川
棺
奄
（
の
如
き
能
吏
肌
の
秀
オ
）
」
が
あ
り
、
い
わ
ん
や
我
が

「
シ
ー
ボ
ル
ト
」
・
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
」
・
「
ケ
ン
ペ
ル
」
の
よ
う
に
、
異
郷
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
息
吹
を
伝
え
ん
と
し
た
者
た
ち
は
、
あ
ま
た
い

た
の
で
あ
る
。

史
学
上
の
方
法
論
と
し
て
の
、

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
集
団
的
伝
記
記
述
）
の
有
効
性
が
、
こ
こ
で
は
十
全
に
発
揮
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
特
に
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
植
民
地
科
学
史
の
研
究
と
い
う
面
か
ら
次
節
で
検
討
す
る
が
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
お
こ
な
っ
た

い
わ
ゆ
る
「
教
師
聖
職
論
」
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
外
進
出
に
と
も
な
い
活
耀
し
た
科
学
者
・
技
術
者
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
研
究
が
、
そ
の
な
か
で
の
わ
れ
わ
れ
の
シ
ー
ポ

ル
ト
の
像
を
よ
り
鮮
明
に
、
し
か
し
よ
り
小
さ
く
見
せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
注
意
を
促
し
た
い
。
簡
単
に
い
う
な
ら
、
シ
ー

ポ
ル
ト
程
度
の
人
間
は
や
た
ら
た
く
さ
ん
居
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
研
究
の
深
ま
り
の
中
で
の
留
意
事
項
で
あ
る
。
地
域
を

H

本
と
特
定
し
た
と
き
、
そ
れ
は

H
本
側
か
ら
の
事
大
主
義
が
写
像
作
用
を
呼
び
起
こ
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
大
き
な
姿
形
を
付
与
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
非
西
欧
世
界
と
い
う
図
式
を
と
る
と
、
実
の
と
こ
ろ
彼
は
、
数
多
い
「
植
民
地
科
学
者
」
群
の
一
人
で
し

か
な
い
の
だ
。
そ
の
意
味
で
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
鮮
明
さ
を
増
し
て
き
た
群
像
絵
画
の
な
か
で
、
群
像
が
全
体
と
し
て
大
き
く
そ
の
全
体
像
を

広
げ
つ
つ
表
わ
れ
て
く
る
と
き
に
、
輪
郭
も
表
情
も
、
確
か
に
そ
の
鮮
明
さ
を
増
し
て
は
く
る
の
だ
が
、
全
体
の
中
で
よ
り
小
さ
く
見
え
て

し
ま
っ
て
ゆ
く
一
員
、
そ
ん
な
一
員
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
第
一
章
第
一
節
で
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
植
民
地
科
学
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
付
け
加

え
る
な
ら
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
研
究
対
象
と
し
て
の
価
値
を
低
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に

言
う
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
サ
ム
シ
ン
グ
ニ
ュ
ー
イ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
学
問
世
界
の
ル
ー
ル
（
既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
な
か
で
、
そ
れ
に
「
何
か

新
し
い
も
の
」
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
す
そ
れ
）
に
、
な
に
も
反
す
る
も
の
は
無
い
ば
か
り
か
、
こ
の
視
覚
か
ら
「
新
し
い

も
の
」
を
見
い
だ
す
可
能
性
を
拓
き
う
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
も
う
調
べ
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
研
究
者
の
シ
ー
ポ
ル
ト
研
究
と
い
う
領
域
へ
の
参
入
が
こ
こ
の
と
こ
ろ
少
な
い
と
い
う
年
輩
の
研
究
者
の
見
解
を

耳
に
し
た
り
、
ま
た
膨
大
で
あ
る
資
料
が
か
え
っ
て
仇
と
な
り
、
そ
の
膨
大
な
資
料
の
複
写
・
保
存
と
整
理
と
い
っ
た
、
ミ
ク
ロ
・
ア
ナ
リ

シ
ス
の
み
が
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
で
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
閉
塞
し
て
い
て
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
活
性
化
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
知
的
な
「
論
争
的
状
況
」
の
出
現
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
（
も
し
く
は
不
在
で
あ

る
）
と
い
う
指
摘
さ
え
も
聴
か
れ
る
。
「
論
争
的
状
況
の
不
在
」
は
、
ま
た
総
体
と
し
て
の
「
論
文
生
産
性
の
低
下
」
と
い
っ
た
、
学
問
領
域

自
体
の
危
機
も
招
く
。
し
か
し
上
記
で
述
べ
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
し
て
の
切
り
日
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
に
つ
い
て
の
ほ
ん
の
一
端
で
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あ
り
、
「
植
民
地
科
学
」
と
い
う
断
面
の
み
で
さ
え
、
あ
る
種
の
議
論
を
提
起
す
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
通
じ
て
実
に

豊
か
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
群
像
の
中
で
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
シ
ー
ボ
ル
ト
と
確
か
に
書
い
た
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
を

撤
回
す
る
気
に
は
な
ら
な
い
が
、
彼
の
像
が
か
す
ん
で
ゆ
く
と
は
、
本
稿
は
書
い
て
は
い
な
い
。
よ
り
鮮
明
さ
を
ま
す
こ
の
集
合
肖
像
画
の

な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
魅
力
を
持
つ
こ
の
ひ
と
り
に
、
い
ま
ひ
と
た
び
こ
だ
わ
っ
て
み
る
こ
と
は
、
こ
の
ひ
と
が
私
た
ち
を
映
し
出

し
て
く
れ
る
鏡
で
あ
る
、
と
い
う
多
重
的
な
可
能
性
も
含
め
て
、
私
た
ち
を
さ
ら
に
誘
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
政
治
化

(politicize)
」
と
い
う
概
念
は
、

い
う
シ
ス
テ
ム
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(11) 

最
近
で
は
や
っ
と
、

カ
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ウ
オ
ル
フ
レ
ン
に
よ
る
『
人
間
を
幸
幅
に
し
な
い

H
本
と

⑫
日
本
で
も
本
格
的
な
植
民
地
研
究
が
現
れ
だ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
江
志
乃
夫
・
浅
田
喬
二
ら
編
『
岩
波
講
座
・

近
代
日
本
と
植
民
地
―

I

八
』
な
ど
。

⑬
冷
戦
下
の
ス
パ
イ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
四
方
田
犬
彦
・
佐
藤
忠
男
な
ど
が
優
れ
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

S
a
m
K
e
e
n
,
 F
a
c
e
s
 

of t
h
e
 E
n
e
m
y
:
 R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s
 o
f
 t
h
e
 H
o
s
t
i
l
e
 I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
,
 1
9
8
6
 i
'
.
:
6
'
.
'
.
\
J
-
,
,
:
;
:
i
~
\
1

照
。

⑭
冷
戦
以
降
の
知
性
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
浅
田
彰
に
よ
る
最
近
の
諸
著
作
を
参
照
。

⑮
こ
こ
で
用
い
た
用
語
で
あ
る
劇
場
（
シ
ア
タ
ー
）
、
舞
台
（
ス
テ
ー
ジ
）
、
演
者
（
ア
ク
タ
ー
）
、
場
所
（
ト
ポ
ス
・
ト
ボ
ロ
ジ
ー
）
な
ど

は
、
最
近
の
人
類
学
の
参
与
観
察
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
メ
タ
・
レ
ベ
ル
の
分
析
か
ら
借
用
し
た
。

⑯
 
S
c
i
e
n
c
e
 a
n
d
 E
m
p
i
r
e
 (s)
と
い
う
研
究
領
域
で
の
代
表
的
な
苦
作
と
し
て
は
、
総
説
的
に
は

P
a
t
r
i
c
k
Patitjean, C
a
t
h
e
r
i
n
e
 J
a
m
i
 

a
n
d
 A
n
n
e
 M
a
r
i
e
 M
o
u
l
i
n
 eds., 
S
忌

ミ

g
ミ
ミ

d
E
m
p
i
r
g
1
9
9
2
;
 
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
研
究
で
は

R.
A
.
 
Stafford, 
Scientist 
o
f
 

E
m
p
i
r
e
 :
 Si
r
 R
o
d
e
r
i
c
k
 M
u
r
c
h
i
s
o
n
,
 sci g
u
i
c
食
p
l
o
n
d
[
i
o
n
ミ
i
d
Victoriミ
n
imperialism, 1
9
8
9
;
 

R. S
y
m
o
n
d
s
,
 0
ぶ

f
o
r
d
d
n
d
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E
m
p
i
r
C
[
T
h
C
L
g
[
 L
o
s
t
 C
a
u
s
e
,
 1
9
8
6
 ;
 ド
イ
ツ
の
研
究
で
は

D
a
v
i
d
C
a
h
a
n
,
 A
n
 Institute /01、ミ
n
E
m
p
i
r
c
.
.
1
ぎ
P
h
y
s
i
k
a
l
i
s
c
h

ー

T
ミc
h
n
i
s
c
h
e
R
e
i
c
h
s
a
n
s
t
a
l
t
 1
8
7
1
-
1
9
1
8
,
 1
9
8
9
 "
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は

H.
P
a
u
l
,
 F
r
o
m
 K
n
o
w
l
e
d
g
e
 to 
P
o
w
e
1、
.
.
t
芍
R
阿
o
f

the 
S
c
i
e
n
c
e
 E
m
p
i
r
e
 i
n
 Fr, 且

g
]8
6
0
-
1
9
3
9
,
 1
9
8
5
 ;
 オ
ラ
ン
ダ
に
関
し
て
は
若
手
の

W
i
m
J
.
 
v
a
n
 d
e
n
 S
c
h
o
o
r
が、

P
u
r
e
a
n
d
 

a
p
p
l
i
e
d
 
s
c
i
e
n
c
e
i
n
 
t
h
e
 
t
r
o
p
i
c
s
 :
 
B
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
r
e
s
e
a
r
c
h
 
a
t
 
p
r
i
v
a
t
e
 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
s
t
a
t
i
o
n
 
in 
t
h
e
 
D
u
t
c
h
 
E
a
s
t
 
I
n
d
i
e
s
 

(
I
n
d
o
n
e
s
i
a
)
 
1
8
7
0ー

1
9
4
0
と
い
、
7
ト
ピ
ッ
ク
で
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
中
で
あ
る

(
S
c
i
e
n
c
e
ミミ
d
E
m
p
i
r
6
誌、

N
o
.
6
,
p.2
参

照）

;
 K. v
a
n
 B
e
r
k
e
l
,
 "
 Z
 at
u
u
r
w
e
t
e
n
s
c
h
a
p
p
e
n
 in d
e
 k
o
l
o
n
i
e
n
,
 "
 in his I
n
 h
e
t
 v
o
e
t
s
p
o
o
r
 v
a
n
 S
t
e
v
i
n
 :
 G
e
s
c
h
i
e
d
e
n
i
s
 v
a
n
 

d
C
ミ
d
t
uミ
r
u
ぺ忌
n
s
c
h
a
p
in N
e
d
e
r
l
a
n
d
 1
5
8
0ー

1940,
1985, p
p
.
2
0
8

ー

2
1
9
~
A
.
)
~

“
土
の
心
り
＞
り
わ
ぃ
っ
Q
o

こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
は
、
技
術
・
医
学
な
ど
を
含
め
た
「
科
学
」
の
領
域
設
定
の
問
題
、
そ
し
て
「
帝
国
主
義
」
と
い
う
概
念
を
E
m
p
i
r
e

（
単
数
形
）
に
す
る
か

E
m
p
i
r
e
s

(
と
複
数
形
）
で
考
え
る
か
、
も
し
く
は

I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m

の
問
題
と
し
て
立
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も

C
o
l
o
n
i
a
l
i
s
m
と
の
関
連
性
で
検
討
す
る
の
か
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
か
ら
の
科
学
・
技
術
の
移
入
・
拡
大
を
問
題
と
す
る
の
か
そ
れ
と
も

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
代
表
さ
れ
る
側
か
ら
の
接
触
・
反
発
・
強
制
・
受
容
な
ど
の
諸
相
を
分
析
対
象
に
す
る
の
か
な

ど
と
い
っ
た
問
題
と
し
て
、
領
域
設
定
自
体
も
問
題
化
さ
れ
て
お
り
、
概
念
規
定
の
議
論
は
深
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
分
野
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
は

S
c
i
e
n
c
e
a
n
d
 E
m
p
i
r
e
誌
（
イ
ン
ド
国
立
科
学
技
術
開
発
研
究
所
〔
N
I
S
T
A
D
S
〕
お
よ
び
フ
ラ

ン
ス
国
立
高
等
研
究
所
〔
C
N
R
S
〕
の
共
同
編
集
。
九
六
年
度
か
ら
本
論
文
執
筆
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
塚
原
が
同
誌
編
集
に
参
加
の
予
定
）
が

あ
る
。ま

た
、

⑰
 
L. 
P
y
e
n
s
o
n
,
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
J
m
p
e
t、idl笞
m

ミ
i
d
E蕊
C[
S
c
i
e
n
c
e
s
:
 

G
ミ

r
mミ
n
E
t
pミ
n
o
0
ミ、
S

ミ
S

、
]
9
0
0ー

1
9
3
0
,
1
9
8
5
 

i
d
e
m
.
 

H
本
で
は
東
京
大
学
佐
々
木
力
の
鼓
舞
に
よ
り
加
藤
茂
夫
、
坂
野
徹
な
ど
の
気
鋭
の
若
手
が
、
こ
の
領
域
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
例
え
ば
、
「
特
集
•
帝
国
主
義
日
本
と
科
学
ー
旧
植
民
地
に
お
け
る
活
動
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
科
学
史
·
科
学
哲
学
』
、N
o
.
1
1

九
三
年
な
ど
を
参
照
。

一
九
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r
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Exact Science in 

Indonesia, 
1
8
4
0
-
1
9
4
0
,
 1989; 

idem., Civilizing Mission: 
Exact Sciences a

n
d
 

F
r
e
n
c
h
 Overseas Expansion, 1

8
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-
1
9
4
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,
 1993. 冊

父
’
公

\L-G
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思
以
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L
e
w
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P
u
r
e
 learning a

n
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 political 

e
c
o
n
o
m
y
 :

 science a
n
d
 E
u
r
o
p
e
a
n
 e
x
p
a
n
s
i
o
n
 in 
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g
e
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N
e
w
 T
r
e
n
d
 in 

the 
History 

of Science, 

1989, 
pp.209-278.
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心
→

G
奎
冬
点
旦
C
ニ
ロ
コ
出
芦
芦

~
\
J
砂
麟
這
ニ
叩
芯
ー

T
o
g
o

T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 
"
H
o
w
 

does the J
a
p
a
n
e
s
e
 case fit 

in the m
o
d
e
l
 of Pyenson's theory :

 F
r
o
m
 the viewpoint of D

u
t
c
h
-
J
a
p
a
n
e
s
e
 relations in 

the first 
half of the 19th Century," a

 pa
p
e
r
 presented at 

the international 
C
o
l
l
o
q
u
i
u
m
 Science a

n
d
 E
m
p
i
r
e
s
:
 
A
 

c
o
m
p
e
r
a
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i
v
e
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x
c
h
a
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g
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o
p
e
a
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m
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e
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a
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r
g
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 b
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E
H
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E
I
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C
N
R
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e
l
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U
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E
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C
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h
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r
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h
e
 T
o
o
l
s
 of Imperialism: 

T
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n
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p
a
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i
o
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r
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i
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e
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
ア
ジ
ア
ヘ
の
関
与
の
歴
史
の
中
で
、
「
科
学
」
が
一
定
の
役
割
を
演
じ
て
ゆ
く
の
が
ど
の
よ
う
な
契
機
か
ら
で
あ
っ
た

か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
て
ゆ
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
的
な
意
図
を
持
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ア
ジ
ア
関
与
の
歴
史
を
さ
て
お
く
と
、
ひ
と
ま
ず
「
科
学
革
命
」
と
い
う
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
す
ま
せ
た
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
非
ヨ
ー

第
二
節
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
科
学
の
研
究
史
•
そ
の
中
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト

(24) I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 C
o
n
g
r
e
s
s
 o
f
 H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 S
c
i
e
n
c
e
,
 2
2ー

2
9
A
u
g
u
s
t
,
 1993, in Z
a
r
a
g
o
z
a
,
 S
p
a
i
n
;
 
R
o
y
 M
a
c
l
e
o
d
 a
n
d
 D
e
e
p
a
k
 

K
u
m
a
r
 eds., 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 a
n
d
 the 
R
a
j
 :
 P
e
t、spectives
o
n
 the 
T
ミ
ns/et、
o
f
W
e
s
t
e
t、n
1
ミ
C
hミ
o
l
o
g
y
ミ
n
d
A
t
t
i
t
u
d
e
s
 
t
o
wミ
r
d
s

I
n
d苔
trial
C
君
n
g
e
s
i
n
 I
n
d
i
a
 
1
7
0
0
-
1
9
4
7
,
 1995. 

⑳
板
沢
武
雄
著
『
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
』
、
一
九
六
六
年

⑳
石
山
禎
一
著
「
H
本
に
お
け
る
荼
樹
の
栽
培
と
茶
の
製
法
」
（
『
シ
ー
ボ
ル
ト
「
日
本
」
の
研
究
と
解
説
』
、

p
p
.
1
7
9ー

184.)

⑫
信
夫
誠
三
郎
、
『
ラ
ッ
フ
ル
ズ
伝
』
、
一
九
六
八
年
（
東
洋
文
庫
へ
の
再
版
）
、

p
p
.
1
7
4ー

177,
p
p
.
2
7
1ー

274,
p
p
.
4
2
0ー

422.
こ
の
ラ
ッ
フ

ル
ズ
伝
は
、
執
筆
直
後
に
発
行
禁
止
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
の
科
学
的
活
動
に
対
す
る
信
夫
の
分
析
は

索
晴
ら
し
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
注
⑮
I
⑱
を
参
照
。
イ
ス
ラ
ム
泄
界
、
特
に
ト
ル
コ
に
お
け
る
近
代
科
学
・
技
術
に
つ
い
て
は
、

E
k
m
e
l
e
d
d
i
n
 I
h
s
a
n
o
g
l
u
,
 
T
r
a
n
s
f
e
r
 o
f
 S
c
i
e
n
c
e
 
&
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 to 
the 
M
u
s
l
i
m
 
W
o
r
l
d
,
 1
9
9
2
を
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
塚
原

に
よ
る
紹
介
が
『
化
学
史
研
究
』
(vol.22ー

2,
p
p
.
1
5
6ー

157,
1
9
9
5
)
に
あ
る
。
ま
た

A
.
A
.
N
 iadat, 
W
e
s
t
e
r
n
 S
c
i
e
n
c
e
 i
n
 the A
r
a
b
 W
o
r
l
d
:
 

塁
e
I
m
p
a
c
t
 o
f
 
D
ミミ
i
n
i
s
m
,
1
8
6
0
-
1
9
3
0
,
 
1986. は
比
較
科
学
思
想
史
に
は
欠
か
せ
な
い
優
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

サ
ム
シ
ン
グ
ニ
ュ
ー
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
村
上
賜
一
郎
著
『
科
学
者
と
は
何
か
』
（
一
九
九
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

(23) 
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ロ
ッ
パ
惟
界
に
対
し
て
、

「
科
学
」
の
名
の
下
編
成
さ
れ
る
に
自
ら
の
「
知
」
の
あ
り
よ
う
に
自
侶
を
持
っ
た
の
が
ど
の
時
期
か
、
も
し
く
は

そ
の
「
知
」
の
有
効
性
を
意
識
的
に
適
用
し
よ
う
と
し
だ
し
た
の
が
い
つ
頃
な
の
か
、
と
い
う
問
い
と
し
て
も
、
こ
の
問
い
は
問
い
直
せ
る

で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
う
考
え
て
行
く
と
近
代
人
の
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
試
み
が
、
他
の
植
民
地
諸
帝
国
群
の
な
か
で
も
最
も
早
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
一
七
七
八
年
に
バ
タ
ビ
ア
で
「
バ
タ
ビ
ア
学
芸
協
会

(
H
e
t
B
a
t
a
v
i
a
a
s
c
h
 
G
e
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 
v
a
n
 
K
u
n
s
t
e
n
 
e
n
 

W
 
e
t
e
n
s
c
h
a
p
p
e
n
 :
 英
訳
で
は

T
h
e
B
a
t
a
v
i
a
n
 S
o
c
i
e
t
y
 of A
r
t
s
 a
n
d
 S
c
i
e
n
c
e
s
)
」
が
発
足
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
植
民
地
に
お
け
る

科
学
者
集
団
、
い
わ
ゆ
る
「
学
会
」
の
塙
矢
と
い
え
る
。
こ
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
近
年
で
は
ス
ネ
ル
ダ
ー
ス
に
よ
っ
て
再
検
討
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
集
団
は
「
学
芸
協
会
」
と
い
う
訳
と
は
や
や
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
称
を
直

訳
す
る
と
「
芸
術
と
諸
科
学
の
協
会
」
と
な
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
「
科
学
」
の
面
に
重
点
が
あ
っ
た
学
術
集
団
で
あ
り
、

H
本
語
で
は
「
学

会
」
と
訳
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ネ
ル
ダ
ー
ス
は
こ
の
協
会
の
設
立
へ
の
要
因
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ

本
国
で
の
一
八
世
紀
の
科
学
協
会
・
学
会
の
設
立
プ
ー
ム
と
と
も
に
、
植
民
地
経
営
へ
の
「
科
学
」
（
こ
の
場
合
自
然
科
学
か
ら
経
済
学
・
人

日
学
ま
で
入
る
も
の
）
の
応
用
と
い
う
意
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
こ
の
協
会
の
設
立
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
カ
ル
カ
ッ
タ
・
ア
ジ
ア
協
会
（
も
し
く
は
ベ
ン
ガ
ル
協
会
）
（
Asiatic
S
o
c
i
e
t
y
 of C
a
l
c
u
t
t
a
)

の
設
立
よ
り
も
五
年
は

ど
早
い
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
タ
ビ
ア
学
会
で
の
活
動
は
、
こ
れ
に
参
画
し
た
「
科
学
者
」
た
ち
に
よ
る
「
バ
タ
ビ
ア
学
芸
協
会
雑
誌

(
V
e
r
h
a
n
,
 

d
e
l
i
n
g
e
n
 v
a
n
 b
e
t
 B
a
t
a
v
i
a
a
s
c
h
 G
e
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 d
e
r
 K
u
n
s
t
e
n
 e
n
 W
 
e
t
e
n
s
c
h
a
p
p
e
n
)
」
か
ら
、
7
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
一
七
八

0
年
の
第
一
―
号
に
は
俣
学
関
係
の
論
文
が
五
報
、
物
理
関
係
一
報
、
自
然
誌
関
係
八
報
、
農
業
技
術
関
係
四
報
、
地
理
学
関
係
で

五
報
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
歴
史
・
言
語
等
に
つ
い
て
の
報
告
は
七
報
と
、
自
然
科
学
関
係
の
報
告
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
様
相
が
伝
わ

る。
さ
て
創
設
期
に
は
多
く
の
期
待
を
集
め
た
こ
の
協
会
だ
っ
た
が
、
世
紀
転
換
期
に
若
干
の
停
滞
期
を
迎
え
た
後
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
に
よ
っ
て
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こ
の
協
会
が
再
興
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
も
去
っ
た
後
の
ジ
ャ
ワ
で
の
科
学
活
動
に
再
度
の
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
の
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
以
降
の
本
国
の
停
滞
と
の
関
連
性
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
史
家

E
.
H
.
コ
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、
当
時
の
ひ
と
つ
の
潮
流
と
し
て
‘
飽

和
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
で
は
な
く
、
植
民
地
の
経
済
活
動
の
活
性
化
に
国
民
経
済
再
興
の
期
待
を
か
け
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い

う
。
植
民
地
経
営
へ
の
期
待
は
、
現
実
性
の
如
何
は
と
も
あ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
以
降
停
滞
を
余
俄
な
く
さ
れ
た
一
九
枇
紀
の
初
頭
の
オ

ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
の
、
一
繍
の
望
み
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
経
済
戦
略
と
科
学
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
案
外
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
一
八
一
六
年
の
ジ
ャ
ワ
で
の
「
閾
領
イ
ン
ド
自
然
科
学
委
員
会
(
N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
C
o
m
m
i
s
s
i
e
 v
o
o
r
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
 

-Indies: 英
訳
で
は
N
a
t
u
r
a
l
Scientific C
o
m
m
i
t
t
e
e
 for t
h
e
 D
u
t
c
h
 E
a
s
t
 I
n
d
i
e
s
)
」
の
卒
ば
疋
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
中
心
人
物
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
で
十
四
オ
で
ジ
ャ
ワ
に
渡
っ
た

C.
G. C. ラ
イ
ン
ワ
ル
ト
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
ワ
ル
ト
に
は
ク
ー
ル
、
フ
ァ
ン
・

ハ
ッ
セ
ル
ト
な
ど
が
続
き
、
プ
ル
ー
メ
・
テ
ミ
ン
ク
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
一
八
一
七
年
に
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
（
現
在
の
ボ
ゴ
ー
ル
）

に
植
物
園
が
開
設
さ
れ
た
の
も
こ
の
委
員
会
と
の
関
連
に
よ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
こ
の
委
員
会
の
公
式
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
は
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
高
水
準
の
科
学
者
で
あ
る
ユ
ン
グ
フ
ー
ン
の
活
躍
期
で
あ
る
一
九
五

0
年
に
改
組
さ
れ
る

ま
で
、
植
民
地
に
お
け
る
科
学
的
活
動
を
中
心
的
に
担
う
。
こ
こ
で
「
科
学
的
活
動
」
と
い
う
名
の
下
で
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
食
料
生

産
と
し
て
の
農
業
な
ど
の
生
業
を
順
調
に
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
に
対
す
る
単
な
る
補
助
で
は
な
く
、
加
工
可
能
な
「
資
源
」
と
し
て
の
植
物
・

動
物
・
鉱
物
の
研
究
お
よ
び
探
索
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
茶
•
砂
糖
•
た
ば
こ
・
コ
ー
ヒ
ー
そ
し
て
キ
ナ
な
ど
と
思
い
浮
か
ぶ
よ
う

に
、
植
民
地
経
営
が
商
品
作
物
の
大
規
模
な
栽
培
を
ひ
と
つ
の
機
軸
に
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
と
並
行
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
っ

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

数
次
に
わ
た
る
探
検
隊
の
組
織
、
ジ
ャ
ワ
外
島
部
へ
の
調
査
活
動
な
ど
、
こ
の
委
員
会
の
下
に
組
織
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
ち
な
み
に
シ
ー

ボ
ル
ト
の
助
手
・
薬
剤
師
と
し
て

H
本
で
の
化
学
・
地
学
的
研
究
を
担
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
は
、
こ
の
委
員
会
の
組
織
し
た

ス
マ
ト
ラ
ヘ
の
探
検
隊
に
地
質
学
担
当
と
し
て
参
加
し
、
「
バ
タ
ビ
ア
学
芸
雑
誌
」
に
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。
や
は
り
こ
の
時
期
か
ら
、
ジ
ャ
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ワ
を
中
心
と
し
た
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
た
る
地
域
の
組
織
的
な
地
質
・
鉱
物
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
鉱

物
資
源
と
し
て
は
バ
ン
カ
島
の
ス
ズ
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
鉱
物
資
源
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
バ
ン
ド
ン
の
地
質
学
・
鉱
物
学
博

物
館
な
ど
の
設
立
に
及
び
、
火
山
に
富
む
島
嶼
地
域
の
系
統
だ
っ
た
地
質
調
査
を
行
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
こ
の
分
野
で
の
研
究
に
関
し
て
世

界
に
先
ん
じ
る
。
地
震
も
な
く
、
ま
た
火
山
は
お
ろ
か
ま
と
も
な
山
さ
え
な
い
オ
ラ
ン
ダ
で
、
地
震
学
・
火
山
学
が
憔
界
的
水
準
に
あ
る
と

い
う
の
は
、
歴
史
的
に
は
こ
こ
に
遠
因
が
あ
る
。
豊
富
な
石
油
資
源
の
探
索
を
は
や
ば
や
と
な
し
得
た
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
科
学

の
成
果
と
い
え
る
が
、
こ
の
石
油
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
が
後
に
争
う
よ
う
に
な
ろ
う
と
、
こ
の
時
に
は
誰
が
思
い
得
た
で
あ
ろ
う

ヵ
こ
の
よ
う
に
バ
タ
ビ
ア
で
の
科
学
者
集
団
の
存
在
と
学
会
の
成
立
や
学
術
雑
誌
の
編
纂
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
科
学
を
め
ぐ
る
「
制

度
化
」
の
進
捗
状
況
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
こ
こ
に
は
あ
る
種
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
成
立
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト

の
科
学
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
科
学
者
集
団
や
こ
れ
ら
制
度
化
さ
れ
た
委
員
会
の
枠

内
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
点
を
提
起
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
バ
タ
ビ
ア
で
た
ち
あ
げ
ら
れ
た
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の

な
か
で
の
「
通
常
科
学
・
規
範
的
科
学
(
N
o
r
m
a
l
S
c
i
e
n
c
e
)
」
を
、
遂
行
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

彼
に
よ
る
日
本
の
茶
の
研
究
や
、
捕
鯨
の
研
究
、
そ
し
て
石
炭
を
は
じ
め
銅
そ
の
他
の
鉱
物
資
源
の
調
査
な
ど
を
あ
げ
て
考
え
て
ゆ
く
と
、

日
本
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
自
然
科
学
的
な
調
査
・
研
究
活
動
は
、
こ
の
バ
タ
ピ
ア
で
の
科
学
者
集
団
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
驚
く
ほ
ど
の
一
致
を
み
せ
て
い
る
。
彼
の
問
題
意
識
は
、
こ
の
協
会
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は
無

い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
に
視
座
を
再
設
定
し
て
み
る
と
、
バ
タ
ビ
ア
の
科
学
者
集
団
か
ら
の
観
点
で
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
出
島
の

蘭
館
付
き
の
医
師
と
い
う
末
端
の
官
職
レ
ベ
ル
か
ら
議
論
す
る
よ
り
、
別
の
像
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
、
出
島
と

い
う
ミ
ク
ロ
な
ズ
ー
ム
に
絞
ら
れ
た
ア
ン
グ
ル
よ
り
も
、
や
や
視
野
を
広
げ
て
ジ
ャ
ワ
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
「
科
学
者
集
団
」
の
動
き
の
レ
ベ

ル
ま
で
広
げ
て
彼
の
貢
献
を
検
討
す
る
と
、
彼
の
い
ま
ま
で
と
は
違
っ
た
側
面
、
す
な
わ
ち
あ
る
東
方
の
一
方
面
へ
の
有
能
な
派
遣
者
、
も
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，
く
へ
山
卜
脊
哨
翌
俎
旦
ぐ
こ
い
さ

T.
H
.
 der Kinderen, H

e
t
 Bataviaasch Genootschap v

a
n
 K
u
n
s
t
e
n
 e
n
 
Wetenschappen 

gedurende de 
eerste 

e
e
u
w
 v

a
n
 zijn 

bestaan, 
1
7
7
8
-
1
8
7
8
,
 1878

如
硲
淫
°

思
H
.
 A. M

.
 Snelders, "

H
e
t
 Bataviaasch G

e
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 v
a
n
 K
u
n
s
t
e
n
 e
n
 W
e
t
e
n
s
c
h
a
p
p
e
n
 in d

e
 Period 1778 tot 1816 ", 

in 
D
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
e
b
l
a
d
 W
e
r
k
g
r
o
e
p
 18e E

e
u
w
,
 vol.41-42, 

1979, 
pp.82-90. 

|8I8ー—

后
H
.
 J. 

Veth, 
Oversicht 

v
a
n
 hetgeen, 

in 
het 

bijzonder 
d
o
o
r
 Nederland, g

e
d
a
a
n
 is 

voor de kennis 
der F

a
u
n
a
 v
a
n
 

Nederlandsche Indie, 
1879. 

(OO~）（6Z) 

J. 
J. 

K
o
s
m
a
n
n
,
 D

e
 lage 

landen 1
6
0
0
-
1
9
8
0
,
 
1980. 

N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
 C
o
m
m
i
s
s
i
e
旦

ぐ
ニ

ャ
さ

M
.
J. 

Sirks, Indisch Natuuronderzoek :
 E
e
n
 beknopte 

Geschiedenis 
v
a
n
 

de Beoefening der Natuurwetenschappen in 
de Nederlandsche Kolonien, 

1915, 
pp.86-140. 

急
P. J. 

Veth, "
C
a
s
p
e
r
 G
e
o
r
g
e
 Carl Reinwardt", in 

Ontdekkers e
n
 Onderzoekers, 1884, pp.95-149. 

11', ~
,
 ヽ
~~...L

如
和

社
竺
＇
性
王
三
迎
詣
と
勾
旦
デ
忘
庄
的

~\-.J
二
心

0
T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 Affinity a

n
d
 S
h
i
n
w
a
 R
y
o
k
u
:
 
introduction of 

Western 



(33) c
hミ
m
i
c
d
[
C
o
葵袋
Pts
in 
early 
n
i
葵
[cc
ミ
h
I
C
3
n
i
u
m
]念
且
,
p.27
竺
坂
日
正
男
著
「
『
測
山
説
』
に
つ
い
て
」
（
『
科
学
史
研
究
』
、

(1970), p
p
.
1
8
5ー

189)

⑳
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
の
植
物
園
に
つ
い
て
は
、

M
.
T
r
e
u
b
,
 G
e
s
c
h
i
e
d
e
n
i
s
 
van's 
l
a
n
d
s
 P
l
a
n
t
e
ミ
u
i
n
[
C
B
u
i
t
C徳
N

org, 
vミ
n
]
8
]
7

i

。こ姜
M
e
d
e
d
e
l
i
n
g
e
n
v
a
n
'
s
 L
a
n
d
s
 P
l
a
n
t
e
n
t
u
i
n
 V
I
,
 

B
a
t
a
v
i
a
,
 1889. ま
た
こ
の
植
物
園
と
本
国
と
の
関
係
、
ま
た
ブ
ル
ー
メ
や

テ
ミ
ン
ク
な
ど
を
通
じ
て
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
ー
A
g
a
t
h
a
Gijzen,'s Rijks 
M
u
s
e
u
m
 v
a
n
 N
a
t
u
u
t、li吝
e
Historie 

]
8
2
0
1
9
]
5
(
P
r
o
e
f
s
c
h
r
i
f
t
,
 L
e
i
d
e
n
)
,
 
1938. 
こ
れ
ら
の
書
に
よ
る
と
ブ
ル
ー
メ
、
テ
ミ
ン
ク
、
ブ
ル
グ
マ
ン
ス
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ン
ク
、

ラ
イ
ン
ワ
ル
ト
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
「
一
流
」
の
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
科
学
者
」
に
比
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
つ
く
づ
く
「
二
流
」
の

「
植
民
地
科
学
者
」
（
こ
れ
ら
の
書
で
は
彼
は
単
に

v
e
r
z
a
m
e
l
a
a
r
:
 現
場
で
の
収
集
者
と
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
思
い
知

ら
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
二
流
」
な
る
が
ゆ
え
の
面
白
さ
を
、
辺
境
か
ら
撃
つ
の
が
本
論
文
の
意
図
で
も
あ
る
。
植
民
地
で
の
博
物
館
に
つ

い
て
は
、

S.
S
h
e
e
t
sー

P
y
e
n
s
o
n
,
C
a
t
h
e
d
r
a
l
 o
f
 S
c
i
e
n
c
e
 :
 T
h
e
 d
e
v
e
l
o
p
m
 g
i
o
f
c
o
l
o
n
i
d
l
nミ
l
u
r
d
[
h
辺
ory
m
u
s
e
u
m
 d
u
r
i
n
g
 tぎ

l
d
l
c
n
m
息
6
n
t
h
c
e
n
[ury, 
1
9
8
8
参
照
。

閲

H
e
i
n
r
i
c
h
Bi.irger, 
"
A
a
n
m
e
r
k
i
n
g
e
n
 g
e
h
o
u
d
e
n
 o
p
 e
e
n
e
 R
e
i
z
e
 d
o
o
r
 e
e
n
i
g
e
 Districten d
e
r
 P
a
d
a
n
g
s
c
h
e
 B
o
v
e
n
l
a
n
 ,
 

den," in 
V
e
1、君
n
d
e
l
i
n
g
e
n

ミ
n
het B
ミ

[dmi
ミ
s
c
h
G
e
n
o
o
t
s
c君
p
蕊
n
K
u
n
s
t
e
n
 e
n
 W
e
t
e
n
s
c君
p
pミ
n,
vol.16, 1836. こ
の
報
告
に

よ
る
と
こ
の
パ
ダ
ン
高
地
へ
の
探
検
隊
は
バ
タ
ビ
ア
学
芸
協
会
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
は
著
名
な
探
検
家
で
あ
る

P
.

W
.
 コ
ル
ト
ハ
ル
ス

(P.
W
.
 K
o
r
t
h
a
l
s
)

の
率
い
る
隊
で
の
地
質
学
・
鉱
物
学
部
門
の
担
当
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
国
立
ラ
イ
デ
ン
地
質
学
・
鉱
物
学
博
物
館
（
現
自
然
史
博
物
館
の
一
部
）
に
残
る
コ
ル
ト
ハ
ル
ス
の
手
記
に
よ
る
と
、
ビ
ュ
ル

ガ
ー
は
個
人
行
動
が
多
く
、
集
団
で
の
探
検
活
動
に
む
い
て
い
な
い
と
す
る
な
ど
、
ど
う
も
こ
の
探
検
隊
の
な
か
で
不
協
和
音
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
地
質
調
査
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
R
.
W
•
v
a
n
 B
e
m
m
e
l
e
n
,
 "
G
e
s
c
h
i
e
d
e
n
i
s
 

I
I

、
9
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第
一
節
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
的
評
価
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
科
学
」
的
活
動

第
二
章
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
科
学
」
I
科
学
史
的
な
再
確
認

v
a
n
 h
e
t
 g
e
o
l
o
g
i
s
c
h
 o
n
d
e
r
z
o
e
k
 in 
Indonesie," 
in 
E
e
n
 E
e
u
w
 N
a
t
u
u
r
w
e
t
e
n
s
c
h
a
p
 
in 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
 
1
8
5
0ー

1
9
5
0
,
pp.41ー

48,

1
9
5
0
;
 
H. A
.
 B
r
o
u
w
e
r
,
 "
G
e
o
l
o
g
y
 o
f
 t
h
e
 N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
 E
a
s
t
 Indies," in S
c
i
e
n
c
e
 in 
the Z
c
i
hミ、
l
a
n
d
s
E
a
s
t
 l
n
d
i笠
s,
p
p
.
1
0
1
 

ー

125,
1929. 

閻
塚
原
東
吾
著
「
西
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
（
ポ
ッ
フ
ム
）
に
現
存
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
文
書
中
の

H
本
の
地
質
学
的
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
」
（
『
日
蘭
学
会
会
誌
』
、

vol.15ー

1,
p
p
.
5
7ー

77);
T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 "
T
h
e
 D
u
t
c
h
 C
o
m
m
i
t
m
e
n
t
 in its S
e
a
r
c
h
 for A
s
i
a
n
 

M
i
n
e
r
a
l
 R
e
s
o
u
r
c
e
s
 a
n
d
 t
h
e
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 o
f
 G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
s
 a
s
 a
 Co
n
s
e
q
u
e
n
c
e
,
"
 in 
T
h
e
 T
r
a
n
s
f
e
r
 o
f
 S
c
i
e
n
c
e
 a
n
d
 

T
c
c
hミ
o
l
o
g
y
b
6
[
W袋
n
E
u
r
o唸
ミ
z
d
Asia, 
1
7
8
0
-
1
8
8
0
,
 International R
e
s
e
a
r
c
h
 C
e
n
t
e
r
 for J
a
p
a
n
e
s
e
 Studies, 1994, p
p
.
1
9
7
 

ー

2
200. 

閲

例

え

ば

M
.
S. G
a
r
b
a
r
i
n
o
,
 Sociocult
ミ
d
[
T
h
c
o
こ
in
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
,
 1977. 
(
邦
訳
は
大
山
英
明
・
大
乎
祐
司
訳
、
邦
題
『
文
化

人
類
学
の
歴
史
ー
社
会
思
想
か
ら
文
化
の
科
学
へ
』
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

科
学
史
と
聞
い
て
「
天
才
科
学
者
」
の
物
語
が
想
起
さ
れ
る
平
和
な
時
代
は
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
以
降
に
は
去
っ
た
と
い
う
の
が
、
科

学
史
を
学
問
的
に
研
究
す
る
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
の
共
通
理
解
で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
科
学
の
「
英
雄
史
観
」
も
し
く
は
「
天
才
史
観
」

と
も
呼
び
換
え
ら
れ
る
史
観
は
、
「
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ら
に
よ
っ
て
決
定
的
に
批
判
を
う
け
て

い
る
。
こ
の
概
念
は
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
以
降
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ア
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
ト
‘
ま
た
ス
キ
ナ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
「
過
去
の
美
化
」
．
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「
進
歩
主
義
の
擁
護
」
な
ど
と
い
っ
た
側
面
か
ら
さ
ら
な
る
批
判
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
学
の
方
法
論
上
に
重
要
な
論
点
を
提
出
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
村
上
陽
一
郎
に
よ
る
「
（
歴
史
の
）
現
在
主
義
」
・
「
遡
及
主
義
」
と
い
っ
た
面
か
ら
の
分
析
に
よ
り
、
そ
の
理
解
は
深
化

し
て
い
る
。
ま
た
中
山
茂
が

H
本
科
学
史
の
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
的
な
状
況
を
批
判
し
て
、
「
講
談
科
学
史
」
と
し
た
の
は
、
寸
鉄
を
穿
つ
中
山
の

彗
眼
の
真
骨
項
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ウ
ィ
ッ
グ
的
な
傾
向
性
は
、
な
に
に
も
ま
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
を
「
先
生
」
と
呼
び
、
そ
し
て
自
著
を
そ
の
よ
う
に
題
し
て
し
ま
っ
た
、

呉
秀
三
に
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
上
記
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
史
か
ら
採
用
さ
れ
た
こ
の
概
念
を
、

H
本
に
あ

て
は
め
る
に
は
い
く
つ
か
の
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
敢
え
て
、
「
日
本
型
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
」
と
再
設
定
し
て
、
日
本
で
の

近
代
科
学
史
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
、
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
い
検
討
は
、
筆
者
の
内
の
一
人
で
あ
る
塚

原
に
よ
る
考
察
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
近
代
科
学
の
導
人
を
英
雄
的
な
善
行
で
あ
る
と
と
ら
え
る
、
福
沢
諭
吉
型
の
啓
蒙
主
義
の
流
れ
が
脈
々

と
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
底
流
を
な
す
。
そ
れ
に
た
い
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
和
魂
洋
オ
の
系
譜
」
の
相
克
の
な
か
で
、
「
西
欧
近
代
」
に
た

い
す
る
劣
等
感
（
イ
ン
フ
ェ
リ
ア
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
と
、
（
自
ら
を
近
代
化
し
え
な
い
）
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
優
越
感
（
ス
ー
ペ
リ

ア
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
の
狭
間
で
、
科
学
を
も
の
に
し
た

H
本
の
自
己
像
は
、
「
先
駆
者
」
も
し
く
は
「
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
の

「
蘭
学
者
」
を
見
い
だ
す
要
請
を
し
た
と
考
え
て
、
そ
の
「
恩
人
」
で
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
は
「
英
雄
」
に
列
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
と

り
も
な
お
さ
ず
「
先
生
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
め
る
、
と
い
う
帰
結
を
生
む
。
江
戸
時
代
に
は
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
外
国
人
が
、

明
治
H
本
で
は
「
先
生
」
と
称
さ
れ
、
最
大
の
顕
彰
の
対
象
と
な
る
と
い
う
‘
こ
の
毀
誉
褒
貶
の
転
換
は
、
「
H
本
型
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
」
と
い

う
関
数
系
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
換
と
考
え
て
、
ま
ち
が
え
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ー
ボ
ル
ト
を
め
ぐ
る
言
説
が
、
こ
の
磁
場
の

な
か
に
お
か
れ
た
社
会
的
な
発
言
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
「
科
学
」
を
め
ぐ
る
直
接
の
政
治
的
な
言
説
で
は
な
い
分
だ
け
、
現
在

の
私
た
ち
の
発
話
行
為
（
パ
ロ
ー
ル
）
を
も
支
配
し
て
お
り
、
根
は
ニ
ー
チ
ェ
の
地
下
茎
（
リ
ゾ
ー
ム
）
の
ご
と
く
深
い
。

こ
こ
で
こ
の
「
日
本
型
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
」
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
検
討
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
パ
ー
ス
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ま
ず
ご
く
単
純
に
、

「
H
本
で
は
皆
知
っ
て
る
の
に
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
？
」
と

い
う
シ
ー
ボ
ル
ト
の
側
面
に
つ
い
て
の
、
新
た
な
分
析
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
、
欧
州
に
お
け
る

H
本
の
歴
史
や
文
化
に

対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
の
低
さ
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
し
か
た
に
解
消
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
そ
の
凡
庸
さ
を
通
じ

て
幸
福
な
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
対
し
て
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
経
済
を
バ
ネ
に
急
上
昇
し
て

き
た
と
い
う
八

0
年
代
以
降
、
か
ず
か
ず
企
画
さ
れ
て
き
た
「
日
本
展
」
な
ど
の
ス
タ
ー
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
意
識
の
中
に
「
復
活
」

し
た
か
に
み
え
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
像
に
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
が
何
か
を
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
こ
ま
で
見
抜
け
る
か
は
、
そ
の
幸
福
な
理
解
の

範
疇
で
は
な
い
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
の
だ
が
。

シ
ー
ボ
ル
ト
に
対
す
る
知
名
度
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

H
本
で
の
彼
我
の
差
異
に
つ
い
て
は
ま
た
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
検
討

の
材
料
が
私
た
ち
の
前
に
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
研
究
史
を
再
度
幡
け
ば
呉
秀
三
を
し
て
書
か
し
め
た
そ
の
記
念
碑
的
な
著
書
の
タ
イ
ト
ル
が
い
み
じ
く
も
『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
』
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
暗
喩
•
示
唆
を
超
え
て
、
時
代
と
と
も
に
生
き
た
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、
初
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
も
う
ひ
と
た
び
注
意
を
促
し
た
い
。
こ
の
呉
に
よ
る
研
究
を
、

H
本
に
お
け
る
科
学
史
学
史
と

い
う
メ
タ
の
立
場
か
ら
も
う
一
度
検
討
す
る
な
ら
ば
、
「
近
代
」
を
「
超
克
」
せ
ん
と
末
期
的
に
叫
び
出
す

H
本
人
と
、
「
西
欧
近
代
科
学
」

と
の
つ
き
あ
い
に
は
、
あ
る
時
期
に
（
そ
れ
が
ま
さ
に
呉
の
知
性
に
と
っ
て
敏
感
に
、
そ
し
て
切
実
に
感
じ
ら
れ
た
が
所
以
で
あ
ろ
う
が
）

シ
ー
ボ
ル
ト
を
し
て
「
先
生
」
と
呼
ば
わ
し
め
る
、
そ
う
い
う
一
過
程
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
「
科
学
的
情
熱
」

と
「
東
洋
へ
の
理
解
•
敬
愛
」
に
満
ち
た
と
い
う
「
先
生
」
と
わ
が
「
弟
子
」
た
ち
と
の
美
し
き
、
そ
し
て
慈
愛
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
相

互
交
流
を
描
く
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
よ
き
「
弟
子
」
と
し
て
出
色
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
不
可
欠
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
考
え

ら
れ
た
の
が
、
呉
を
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
を
「
先
生
」
と
喚
ば
さ
せ
し
め
た
ひ
と
つ
の
重
要
な
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜

ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を

い
く
つ
か
考
え
て
み
た
い
。
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Q.R• 

D. S
k
i
n
n
e
r
,
 "
M
e
a
n
i
n
g
 a
n
d
 u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 in t
h
e
 h
i
s
t
o
r
y
 o
f
 ideas," in H
i
s
t
o
r
y
 a
n
d
 T
h
e
o
r
y
,
 vol.8, 
1969, p
p
.
 

1ー

6
5
;

A. W
i
l
s
o
n
 a
n
d
 T
.
 A
s
h
p
l
a
n
t
,
 
"
W
h
i
g
 h
i
s
t
o
r
y
 a
n
d
 p
r
e
s
e
n
tー

c
e
n
t
e
r
e
d
history, 
"
i
n
 H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 J
o
u
r
n
a
l
,
 vol.31-1, 

1988, 
p
p
.
lー

1
6
;
 T. A
s
h
p
l
a
n
t
 a
n
d
 A
.
 W
i
l
s
o
n
,
 "
P
r
e
s
e
n
tー

c
e
n
t
e
r
e
d
h
i
s
t
o
r
y
 a
n
d
 t
h
e
 p
r
o
b
l
e
m
 o
f
 historical k
n
o
w
l
e
d
g
e
,
"
 

in 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 J
o
u
r
n
a
l
,
 vol.31ー

2,
1988, p
p
.
2
5
3ー

274.

(3n 1949. 

(36) き
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

H
本
科
学
史
研
究
が
奇
妙
な
（
し
か
し
あ
る
種
の
必
然
的
な
）
興
降
期
を
迎
え
、
そ
こ
で
は
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
に
す
る
も
の
ぞ
、
我
に

関
考
和
あ
り
！
」
と
い
う
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
さ
え
も
が
蔓
延
す
る
が
、
呉
の
研
究
が
そ
こ
へ
つ
な
が
る
道
を
あ
る
種
の
意
味
で
舗
装
し
て
し

ま
う
結
果
に
な
っ
た
の
は
、
歴
史
に
お
い
て
は
幸
不
幸
の
価
値
判
断
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
不
幸
と
い
え
ば
い
え
な
く
も
あ
る
ま
い
。
ま

た
別
の
言
い
方
を
す
れ
は
「
近
代
西
欧
科
学
」
に
対
峙
す
る

H
本
人
に
と
っ
て
の
、
そ
れ
が
他
発
・
外
来
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
「
劣
等
感
」
と
、
そ
し
て
そ
の
「
最
も
良
き
弟
子
」
と
し
て
他
の
文
化
圏
、
主
に
は
ア
ジ
ア
諸
文
化
と
の
関
係
で
持
つ

「
優
越
感
」
の
狭
間
か
ら
、
「
最
も
良
き
弟
子
」
は
出
藍
の
誉
れ
を
見
ん
と
す
る
優
等
生
に
架
せ
ら
れ
た
重
圧
か
ら
、
「
近
代
の
超
克
」
と
い

う
「
世
界
史
の
哲
学
」
を
牛
み
出
し
て
く
る
と
い
う
論
理
の
綾
は
、
必
然
的
な
あ
る
倣
落
線
上
を
辿
っ
て
い
る
と
も
言
い
得
よ
う
。
こ
れ
を

し
て
、
あ
る
種
「

H
本
型
」
の
ウ
ィ
ッ
グ
主
義
科
学
史
記
述
の
、
不
幸
な
着
地
点
と
考
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は

H
本
史
学
の
中
の
科
学
史
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
を
検
討
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
更
に
精
緻
に
考
究
さ
れ
る
べ

H
.
 Butterfield, 
T
h
e
 
W
h
i
g
 Inte1

翌
tation
o
f
 H
i
s
t
o
r
y
,
 
1
9
3
1
;
 
ibid., 
T
h
e
 O
r
i
g
i
n
s
 
o
f
 M
o
d
e
r
n
 S
c
i
e
n
 g
]
3
0
0
1
8
0
0
9
 

つ

）

~J 
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村
上
腸
一
郎
著
『
科
学
史
の
逆
遠
近
法
ル
ネ
サ
ン
ス
の
再
評
価
』
(
-
九
八
二
年
）
参
照
。

中
山
茂
、
石
山
洋
著
『
科
学
史
研
究
人
門
』
(
-
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 
"
B
e
t
w
e
e
n
 t
h
e
'
W
h
i
g
 interpretation 
of 
h
i
s
t
o
r
y
'
a
n
d
'
O
r
i
e
n
t
a
l
i
i
s
m
,
"
'
p
r
e
s
e
n
t
e
d
 
at 
British 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 of J
a
p
a
n
e
s
e
 Studeis, 1
9
9
3
 C
o
n
f
e
r
e
c
e
 at t
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
,
 H
u
m
a
n
i
t
y
 Section, r
e
g
i
m
e
 in t
h
e
 

p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
.
 

、
'
，

ー4
 

、

、

明
治
期
の
闊
学
者
に
対
し
て
の
名
誉
回
復
・
権
威
付
け
の
例
と
し
て
、
蘭
学
者
の
叙
勲
の
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
江
戸
の
「
逆
賊
」

高
野
長
英
は
明
治
三
十
一
年
に
正
四
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
し
、
志
筑
忠
雄
は
大
正
五
年
に
従
五
位
に
、
平
賀
源
内
で
さ
え
大
正
十
三
年
に

は
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
山
本
成
之
助
が
一
窟
表
に
し
て
い
る
（
『
日
本
科
学
史
』
、
一
九
四
四
年
、

pp.10ー

11

参
照
）
。
ま
た
こ
の
問
題
に
関
係
し
て
、
荻
生
租
来
の
評
価
に
つ
い
て
政
治
史
・
思
想
史
的
な
立
場
か
ら
丸
山
•
渡
辺
ら
が
論
じ
て
い
る
こ
と

は
参
照
と
な
る
I

丸
山
真
男
著
「
荻
生
租
米
の
贈
位
問
題
」
（
『
近
代
H
本
の
国
家
と
思
想
』
、
一
九
七
九
、

p.108-139.)
一
渡
辺
浩
著
「
『
泰

平
』
と
『
皇
国
』
」
（
『
国
家
学
会
百
年
記
念
•
国
家
と
市
民
•
第
一
一
巻
』
、
一
九
八
七
年
、p
p
.
1
6
5
-
1
9
3
.
)

⑫

特

に

八

0
年
代
の
後
半
か
ら
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
収
集
品
に
た
い
す
る
関
心
の
高
ま
り
は
一
九
八
八
年
、
日
本
・
オ
ラ
ン
ダ
修
好
三
八
〇

年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
』
展
（
京
都
国
博
•
名
古
屋
市
博
•
東
京
国
博
、
延
べ
三
月
二
十
九

H
I

七
月
三
十
一

H
)
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
後
に
は
「
川
原
慶
賀
展
」
・
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
眠
る
日
本
の
宝
・
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
・
「
A
s
s
i
g
n
m
e
n
t

J
a
p
a
n
,
 V
o
n
 S
i
e
b
o
l
d
 :
 Pi
o
n
e
e
r
 a
n
d
 C
o
l
l
e
c
t
o
r
」
固
T
ば
ど
、
勁
t
次
に
渡
る
展
示
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
一
人
で
あ
る
塚

原
は
こ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
、
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
史
上
に
お
け
る
「
シ
ー
ボ
ル
ト
、
第
二
の
復
活
期
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
知
的
も
し
く
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
要
請
に
対
す
る
応
答
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
バ
ブ
ル
的
な

H
本
経
済
の
突
発
的
膨
張
や
急
激

な
H
本
円
の
高
騰
と
の
相
関
性
の
方
が
遥
か
に
強
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
ま
た
、
ラ
イ
デ
ン
と
ビ
ュ
ル
ッ
プ
ル
グ
、
そ
し
て

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
宗
家
・
本
家
争
い
」
に
近
い
引
っ
張
り
合
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
併
せ
て
み
る
と
興
味
を
呼
ぶ
点
で
あ

(40) (39) (38) 

-224-



る
。
ま
た
逆
に
ラ
イ
デ
ン
で
の
テ
ィ
ッ
ツ
ィ
ン
グ
再
評
価
へ
の
動
き
も
こ
れ
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
か
ら
の
反
撃
の
一
環
と

見
な
す
こ
と
も
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ケ
ン
ペ
ル
を
持
ち
得
た
レ
ム
ゴ
ー
が
、
ほ
と
ん
ど
「
村
興
し
」
に
近
い
顕

彰
ぶ
り
を
発
揮
す
る
こ
と
に
も
対
比
的
参
照
を
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑬
呉
秀
三
著
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
』
(
-
九
二
五
年
）
。
ま
た
夢
野
久
作
著
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
。
こ
の
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
グ
ラ
ン

ド
・
デ
ザ
イ
ン
が
、
ヘ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
生
物
学
上
の
テ
ー
ゼ
「
個
体
発
生
は
系
統
発
生
を
繰
り
返
す
」
に
依
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

モ
デ
ル
が
か
の
呉
秀
三
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
B
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
補
足
で
あ
る
が
こ
の
こ
と
は
、
近
年
注
目
を
集
め
る
、
い
わ

ゆ
る
「
バ
イ
オ
・
ホ
ラ
ー
」
の
代
表
作
で
あ
る
瀬
名
秀
明
、
『
パ
ラ
サ
イ
ト
・
イ
ブ
』
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
ド
ー
キ
ン
ス
に
よ
る
『
利
己
的
な

遺
伝
子
』
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
応
用
が
あ
ま
り
に
も
「
科
学
を
索
材
に
し
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
科
学
的
な
ト
リ
ッ
ク
が
き
わ
め

て
貧
弱
」
（
米
本
昌
平
）
な
こ
と
を
見
る
と
歴
史
は
間
違
い
な
く
こ
こ
で
も
再
説
可
能
で
あ
る
。
養
老
孟
司
・
米
本
昌
平
著
「
バ
イ
オ
ホ
ラ
ー

に
映
る
日
本
」
（
『
広
告
批
判
』
、

9
5ー

11,
p
p
.
2
4ー

4
0
.

一
九
九
五
年
）
参
照
。

⑭
こ
の
点
に
つ
い
て
は
広
松
渉
著
『
〈
近
代
の
超
克
〉
論
ー
昭
和
思
想
史
へ
の
一
視
角
—
』
（
一
九
八

0
年
、
一
九
八
九
年
新
訂
•
増
補
版
）

を
参
照
。

⑮
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の

H
本
科
学
史
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
田
隆
一
著
『
H
本
科
学
論
序
説
』
（
一
九
四
四
年
）
や
田
制
佐
重
著
『
B

本
科
学
史
夜
話
』
（
一
九
四
一
年
）
富
成
貴
馬
平
著
『

H
本
科
学
史
要
』
(
-
九
三
九
年
）
山
本
成
之
助
著
『
日
本
科
学
史
』
(
-
九
四
四
年
）

な
ど
を
参
照
。シ

ー
ボ
ル
ト
の
鉱
物
学
・
地
質
学
そ
し
て
化
学
ー
ペ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
へ
の
兆
候
ー

ト
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
っ
て
提
叫
さ
れ
た
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
と
い
う
概
念
は
、
物
理
的
諸
科
学
の
歴
史
的
分
析
に
新
た
な
展
望
を
拓
い

第
二
節
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た
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は

H
本
で
も
、
若
手
の
科
学
史
研
究
者
の
間
に
も
広
い
影
響
力
を
持
ち
、
例
え
ば
天
文
学
に
お

け
る
「
ガ
リ
レ
オ
的
伝
統
」
（
ジ
ム
・
ベ
ネ
ッ
ト
）
と
い
う
議
論
か
ら
天
文
学
に
お
け
る
「
ガ
リ
レ
オ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
い
う
概
念
を
抽
出

し
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
の
光
学
研
究
・
天
文
学
研
究
へ
の
検
討
に
優
れ
た
視
点
を
導
人
し
た
中
島
の
研
究
は
、
物
理
諸
科
学
の
歴
史
的
分

析
に
ク
ー
ン
の
手
法
を
範
に
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
国
際
的
に
も
関
心
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
と
「
化
学
と
い
う

営
為
」
の
関
連
性
を
分
析
し
た
川
崎
に
よ
る
業
績
は
、
ク
ー
ン
の
議
論
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
化
学
的
営
為
」
を

め
ぐ
り
ク
ー
ン
の
提
示
し
た
の
と
は
逆
の
図
式
に
な
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
優
れ
た
批
判
と
再
構
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
更
な
る
検
討
が

期
待
さ
れ
る
。

ク
ー
ン
の
議
論
は
従
来
の
科
学
史
記
述
に
於
い
て
、
例
え
ば
「
科
学
革
命
」
と
い
う
概
念
の
使
用
に
つ
い
て
な
ど
の
、
深
刻
な
混
乱
を
除

去
す
る
の
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
こ
れ
は
以
前
よ
り
一
枚
岩
的
に
見
な
さ
れ
て
い
た
物
理
的
諸
科
学
を
、
「
単
一
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

実
践
さ
れ
た
共
通
の
数
学
的
伝
統
に
関
係
し
て
い
た
」
と
考
え
ら
れ
る
古
典
的
諸
科
学

(classical
sciences)
と
、
「
精
密
な
観
察
」
そ
し

て
「
実
験
的
方
法
」
に
よ
る
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
的
諸
科
学

(
B
a
c
o
n
i
a
n
sciences)

に
区
別
す
る
こ
と
で
、
科
学
史
研
究
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
開
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
（
的
）
な
（
諸
）
科
学
で
の
「
精
密
な
観
察
」
・
「
実
験
」
と
い
う
概
念

は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
す
る
精
密
な
観
察
の
必
要
性
と
は
大
き
く
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
思
考
実
験

(
t
h
o
u
g
h
t
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
)
」

で
は
な
く
、
ま
た
単
に
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
も
の
を
観
る
と
い
う
宣
長
的
な
態
度
と
も
全
く
別
の
自
然
に
対
す
る
立
場
で
あ
る
。
ベ
ー
コ
ニ

ア
ン
に
と
っ
て
の
「
実
験
」
そ
し
て
「
精
密
な
観
察
」
と
は
、
「
ラ
イ
オ
ン
の
尻
尾
を
た
わ
め
る

(twisting
t
h
e
 lion's tail)
」
と
い
っ
た

よ
う
に
、
特
定
さ
れ
た
「
自
然
に
は
存
在
し
な
い
自
然
的
」
状
況
を
人
工
的
に
つ
く
り
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
人
間
に
よ
っ
て
自
然
に
強
制
的

に
介
人
し
た
「
自
然
の
拷
問
」
に
よ
っ
て
吐
き
出
さ
れ
る
「
自
白
」
に
近
い
も
の
を
、
「
精
密
に
観
察
」
し
て
記
述
す
る
の
が
「
自
然
の
記
述

と
し
て
の
科
学
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
特
晃
性
と
重
要
性
は
、
後
に
科
学
哲
学
者
の
イ
ア
ン
・
ハ
ッ

キ
ン
グ
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
、
近
年
の
科
学
史
お
よ
び
科
学
哲
学
に
お
け
る
議
論
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
別
の
言
い
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方
を
す
れ
ば
「
自
然
」
に
は
存
在
し
な
い
条
件
下
で
人
工
的
な
「
自
然
」
を
捏
り
出
し
、
そ
れ
を
「
観
察
」
す
る
こ
と
が
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科

学
に
お
い
て
追
求
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
。
こ
れ
が

H
本
人
に
と
っ
て
は
完
全
な
「
か
ら
ご
こ
ろ
」
の
世
界
と
映
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
居

宣
長
の
偉
大
な
逆
説
と
し
て
成
立
し
て
い
る
テ
ク
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
ま
さ
に
「
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
国
家
」
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
議
論
を

待
た
な
い
。

ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
展
開
に
伴
う
必
然
で
あ
り
、
ま
た
存
在
の
十
分
条
件
で
あ
っ
た
の
が
、
新
た
な
実
験
器
具
の
大
規
模
で
急
速
な
開

発
・
導
入
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
伝
統
の
新
し
い
側
面
を
表
し
て
い
る
。
望
遠
鏡
•
顕
微
鏡
•
温
度
計
・
気
圧
計
そ
し
て
真
空
ポ

ン
プ
な
ど
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
実
用
的
な
職
人
の
エ
房
や
あ
や
し
げ
な
錬
金
術
師
の
隠
れ
家
（
ま
さ
に
密
か
な
舎
‘
舎
密
｛
セ
ー
ミ
｝
！
）

に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
化
学
実
験
の
器
具
を
、
自
然
と
「
自
然
哲
学
」
の
研
究
者
が
急
激
に
採
用
し
だ
し
た
こ
と
が
、
ベ
ー
コ
ニ

ア
ン
科
学
の
特
徴
付
け
に
な
る
と
言
っ
て
間
違
え
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
八
世
紀
諸
科
学
を
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
断
面
で
見
て
ゆ
く
こ
と
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
諸
科
学
の
歴
史
的

意
味
を
考
察
す
る
上
で
、
従
来
の
研
究
に
新
た
な
一
面
を
付
け
加
え
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
医
学
、
特
に
外
科
関
連
の
諸

技
術
の
導
入
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
貢
献
の
中
で
、
科
学
・
物
理
的
諸
科
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
医
学
に
関
す
る
補
助
科

学
の
導
人
の
一
環
と
し
て
評
価
を
受
け
て
き
た
が
、
そ
れ
以
上
に
独
立
し
た
諸
科
学
領
域
の
成
立
を
促
し
た
と
い
う
面
を
、
こ
こ
で
は
検
討

し
て
み
よ
う
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
好
例
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
宗
田
一
に
よ
っ
て
宇
田
川
家
三
代
の
闇
学
研
究
の
な
か
で
議
論
さ
れ
て
き
た
、

醐

西
欧
の
学
問
の
深
化
・
桔
礎
科
学
へ
の
流
れ
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
。
西
洋
解
剖
学
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
と
も
い
え
る
導
入
に
よ
っ
て
端
緒
を

拓
い
た
蘭
医
学
が
、
外
科
か
ら
内
科
へ
と
そ
の
領
域
を
ひ
ろ
げ
、
そ
し
て
内
科
か
ら
内
科
で
使
用
さ
れ
る
薬
物
の
研
究
に
蘭
学
の
関
心
対
象

が
深
化
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
宇
田
川
格
奄
に
い
た
っ
て
は
、
薬
学
か
ら
独
立
し
た
領
域
と
し
て
の
西
欧
植
物
学
、
そ
し
て
西
欧
近
代
化
学
の

追
求
へ
と
遡
及
し
て
き
た
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
こ
の
理
解
は
大
筋
に
お
い
て
正
し
い
と
考
え
る
が
、
学
問
と
い
う
大
河
は
山
間
を
う
ね
り

怒
涛
の
滝
を
つ
く
り
、
と
き
に
は
大
平
原
を
と
う
と
う
と
た
ゆ
た
う
が
、
ま
た
別
の
時
に
は
断
層
に
妨
げ
ら
れ
方
向
を
変
え
る
こ
と
も
あ
ろ
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う
。
ま
た
思
わ
ぬ
川
と
出
会
い
合
流
を
し
た
り
、
い
く
つ
か
に
分
流
す
る
こ
と
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
河
口
で
巨
大
な
デ
ル
タ
を
形
成
し
、
本

流
が
ど
れ
で
あ
る
か
さ
だ
か
で
は
な
く
な
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
そ
の
洪
積
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
台
地
や
沖
積
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
扇
状
地
の
豊
か
な
稔
り
の
沃
野
は
、
運
び
込
ま
れ
た
微
視
の
も
の
ど
も
の
原
い
堆
積
の
歴
史
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

宇
田
川
と
い
う
蘭
学
の
大
河
の
流
れ
は
宗
田
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
河
の
河
床
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
、

さ
ら
に
確
か
め
ら
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
日
本
と
い
う
土
壌
に
流
れ
込
ん
だ
、
西
欧
科
学
の
地
層
の
累
重
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く

こ
と
に
も
、
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
概
に
基
礎
科
学
へ
の
方
向
性
と
い
う
よ
り
も
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
分
節
化
さ
れ

て
き
て
い
る
学
問
領
域
の
H

本
に
於
け
る
呼
応
•
共
鳴
関
係
の
分
析
が
、
な
に
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
考
え
て
ゆ
く
な
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
所
産
と
し
て
の
彼
の
医
学
教
育
に
伴
う
実

験
的
な
方
法
の
導
入
で
あ
り
、
自
然
を
独
立
し
た
体
系
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
単
に
医
学
に
対
す
る

道
具
主
義
的
な
薬
学
の
認
識
か
ら
、
化
学
・
物
理
学
な
ど
の
学
問
分
野
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

も
、
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。
高
野
長
英
に
よ
る
化
学
実
験
へ
の
興
味
や
、
先
駆
的
な
ラ
ボ
ア
ジ
ェ
化
学
体
系
の
紹
介
な
ど
が
シ
ー
ボ
ル

ト
の
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夙
に
指
摘
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
甚
礎
科
学
へ
の
指
向
性
を
、
純
粋
に
学
理
的
も
し
く
は
内
発

的
な
も
の
と
し
て
の
展
開
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
見
る
見
方
も
あ
る
意
味
で
は
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
を
、
あ
る
種
日
本
に
在
来

の
土
着
技
術
・
技
芸
（
メ
チ
ェ
）
の
独
自
の
展
開
と
、
そ
の
先
に
あ
る
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
日
本
的
展
開
と
の
呼
応
関
係
で
捉
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
、
さ
ら
に
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
科
学
を
め
ぐ
る
交
流
を
分

析
す
る
上
で
、
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の
導
入
者
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
側
面
の
検
討
は
、
相
互
の
文
化
の
輻
と
奥
行
き
を
持
っ
て
、
歴
史

の
実
相
と
導
因
と
垣
間
み
せ
る
さ
ら
な
る
歴
史
的
理
解
へ
我
々
を
導
き
う
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る
科
学
的
活
動
の
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
的
な
側
面
を
検
討
す
る
際
、
彼
の
著
作
で
あ
る
『
動
物
誌
』
・
『
植
物
誌
』
に
並
ぶ
も

の
の
は
ず
で
あ
っ
た
『
地
質
誌
・
鉱
物
誌
』
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
非
常
に
重
要
な
支
脈
の
解
析
に
私
た
ち
を
導
く
。
こ
の
時
期
の
「
地
の
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T. s
•
K」u
h
n
,"M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l
 v
e
r
s
u
s
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l
 traditions in t
h
e
 d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of p
h
y
s
i
c
a
l
 s
c
i
e
n
c
e
 (1976), 
"in 

N
吾
ミ
登
言
S

合
詈
n

ミ
n

R
息
issance
tot 
D
ミ
w
m
.
.
T
h
g
m乞
's
uit 
d
e
 
W
e
言
schapsgeschiedenis,
eds. 
b
y
 H. A. M
.
 

S
n
e
l
d
e
r
s
 a
n
d
 K. v
a
n
 B
e
r
k
e
l
,
 1981, p
p
.
2
6ー

5
4
.

こ
れ
は

T.
K
u
h
n
,
 T
h
e
 Essential 
T
e
n
s
i
o
n
 :
 Selected Studies 
in 
Scientific 

T
rミ
dition
ミ
zd
C
h
a桑
翌

1
9
7
7に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
は
我
孫
子
誠
也
•
佐
野
正
博
に
よ
り
邦
題
『
本
質
的
緊
張
一
ー
科
学
に
お
け

る
伝
統
と
確
信
ー
』
（
一
九
八
七
年
）
当
該
論
文
は
「
第
三
章
•
物
理
科
学
の
発
達
に
お
け
る
数
学
的
伝
統
と
実
験
的
伝
統
」
、p
p
.
4
7

ー
8
8

(46) 
（
も
の
に
ま
つ
わ
る
）
科
学
」
の
重
要
性
は
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
の
問
題
と
し
て
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、
単
な
る
自
然
史
研
究
の
物
理
・
科
学
的
視
点
の
応
用
の
突
破
口
と
な
っ
た
鉱
物
学
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
、
職
人
ギ
ル
ド
の
な
か
か
ら
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
芸

術
家
ー
技
芸
者

(artistー

e
n
g
i
n
e
e
r
s
)
、
そ
の
中
で
も
機
械
的
技
芸

(
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
crafts)

お
よ
び
非
機
械
的
技
芸

(
n
o
n
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l

crafts)
と
分
け
ら
れ
る
後
者
で
の
、
代
表
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
冶
金
家
・
鉱
物
学
者
に
よ
っ
て
、
体
系
化
へ
の
途
上
を
歩

ん
で
い
た
化
学
分
析
技
術
に
よ
る
鉱
物
分
析
・
鉱
泉
水
分
析
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
助
手
で
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
に
よ
っ
て
、

日
本
で
か
な
り
本
格
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
の

H
本
的
展
開
の
追
求
と
い
う
議
論
の
射
程
の
た
て
か
た
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
、

医
学
が
ひ
と
つ
の
先
導
で
あ
っ
た
日
本
で
の
蘭
学
の
、
い
わ
ゆ
る
「
医
学
主
導
的
特
質
」
の
原
因
追
究
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
「
医
学
主
義
的
特
質
」
は
ジ
ャ
ー
ム
ス
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
明
治
以
降
の
日
本
科
学
全
般
の
特
質
と
さ
え
さ
れ
て
い
る
が
、

ク
ー
ン
に
よ
る
と
「
…
•
•
•
ベ
ー
コ
ン
ニ
ア
ン
諸
科
学
の
発
達
に
必
要
な
デ
ー
タ
ー
を
提
供
し
た
化
学
や
そ
の
他
の
非
機
械
的
技
芸
に
関
す
る

著
作
を
残
し
た
人
々
の
中
に
は
不
釣
り
合
い
な
割
合
で
医
師
が
ま
さ
に
登
場
す
る
」
こ
と
は
、
闇
学
者
と
い
え
ば
底
師
で
あ
っ
た
日
本
の
状

況
に
対
し
て
の
良
き
参
照
項
を
提
起
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
九
九
四
年

⑰
中
島
秀
人
著
『
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
の
科
学
研
究
ー
天
文
学
・
光
学
研
究
を
中
心
と
し
て
ー
』
（
東
京
大
学
博
士
論
文
‘

度、

p
p
.
l
l
8ー

ff.)
。

⑬
川
崎
勝
著
「
化
学
と
い
う
営
為
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
科
学
史
・
科
学
哲
学
』
、

N
o
.
9
.

一
九
九

0
年、

p
p
.
3
5ー

45)
。

⑬
 
T
.
 K
u
h
n
に
よ
る
前
掲
（
注
四
五
）
の
論
文
参
照
。

呻
本
居
宣
長
の
自
然
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、

T
o
g
o
T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 Affinity 
a
n
d
 S
h
i
n
w
a
 R
y
o
k
u
,
 p
p
.
4
7ー

5
0
な
ど
を
参
照
。

翻
ベ
ー
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

P.
R
o
s
s
i
,
 
F
r
a
n
c
i
s
 B
a
c
o
n
:
 
F
r
o
m
 
M
桑
i
c
[o
 S
c
i
e
n
合

1
9
6
8

(
邦
訳
は
前
田
達
郎
、
『
魔
術
か
ら
科
学

へ』、

一
九
七

0
年
）
な
ど
を
参
照
。

闘

l
a
n
H
a
c
k
i
n
g
,
 R
e
p
r
e
s
e
n
t
i
n
g
 a
n
d
 I
n
t
e
r
v
e
n
i
n
g
:
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y
 T
o
p
i
c
s
 in t
h
e
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 o
f
 N
a
t
u
r
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
,
 1983. 

邦
訳
は
渡
辺
博
に
よ
っ
て
邦
題
「
表
現
と
介
入
ボ
ル
ヘ
ス
的
幻
想
と
新
ベ
ー
コ
ン
主
義
ー
」
(
-
九
八
六
年
）
。
な
お
最
近
の
実
験
科
学
に

つ
い
て
の
議
論
は
以
下
の
論
文
を
参
照
橋
本
毅
彦
著
「
実
験
と
実
験
室
（
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）
を
め
ぐ
る
新
し
い
科
学
史
研
究
」
（
『
化
学
史

研
究
』
、

vol.20,
p
p
.
1
0
7
-
1
2
1
,
 
1993.)
。

闘
本
居
宣
長
の
逆
説
的
な
滑
稽
さ
は
、
八

0
年
代
初
頭
の
い
わ
ゆ
る
「
科
学
技
術
立
国
論
」
の
出
現
に
い
た
っ
て
喜
劇
を
と
お
り
こ
し
て

悲
劇
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
小
林
秀
雄
は
、
全
面
的
に
「
か
ら
ご
こ
ろ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
科
学
技
術
」
を
も
っ
て
国
を
立
て
ん
と
し
た
、

こ
の
彼
の
祖
国
の
こ
と
を
、
如
何
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

舎
密
が
、
「
密
か
な
舎
」
の
謂
い
で
は
な
い
か
と
最
初
に
示
唆
し
た
の
は
、
歯
学
で
使
わ
れ
る
当
て
字
の
音
韻
学
を
検
討
し
た
千
野
光
芳

り↑
 

の
研
究
に
よ
る
。

砂5
 

,.、

宗
田
一
著
「
宇
田
川
家
三
代
の
実
学
ー
『
西
説
内
科
撰
要
』
と
関
連
薬
物
書
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
実
学
史
研
究
』
、

vol.
V
,
 p
p
.
3ー

21)
な

ど
を
参
照
。
ま
た
、
西
欧
の
外
科
導
入
の

H
本
の
知
的
風
土
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
内
的
分
析
に
つ
い
て
は
以
下
の
松
村
の
論
文
が

本
格
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
松
村
紀
明
著
『
紅
毛
流
外
科
と
杉
田
玄
白
』
（
東
京
大
学
大
学
院
修
士
論
文
一
九
几
四
年
度
）
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喜
E
i
k
o
h
S
h
i
m
a
o
,
 "
T
h
e
 Reception of Lavoisier's C

h
e
m
i
s
t
r
y
 in 

Japan," in 
ISIS, 1972, vol.63, pp.308-320; 盆

Dll!1-¥
巻

紅
「
エ
怜
旦
芯
亡
心

1
~
½
に
>
,

1-1
邑
茫

S
寧
t<o

」
(
『
定
茫
製
奉
町

'II-vol.IO,
No.99, pp.174-178); 

T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 A

 Study 

o
n
 the B

e
g
i
n
n
i
n
g
 of Chemistry a

n
d
 C
h
e
m
i
c
a
l
 Education in j

a
p
a
n
 :

 With special 
reference to 

the contribution of Ph. 

F. 
v
o
n
 Siebold a

n
d
 H
.
 B
u
r
g
e
r
 in 

the first 
half 

of 
the 

nineteenth-centu
刀，

1987
[
T
o
k
y
o
 G
a
k
u
g
e
i
 University, 

M
A

 

thesis]. 

M
i
c
h
e
l
 Foucault, 

T
h
e
 O
r
d
e
r
 of 

T
h
i
n
g
s
:
 

(l9) 

a
n
 archaeology 

of the 
h
u
m
a
n
 sciences, 

1970; 
ibid., 

D
e
 W
o
o
r
d
e
n
 e
n
 

de 
D
i
n
g
e
n
 ;

 een archaeologie 
v
a
n
 
de 

menswetenschappen, 
197 4. 

式
f
-
~
釦

,e:.,.;:,~§!l~~G.
Gutting, 

Michel Foucault's 

archaeology 
of scientific 

reason, 
1989. 越

雲
茫
刃
乏
茫
刃
~
~

逃
旦

ぐ
二

や
竺

D
.
R
.
Oldroyd, "

M
i
n
e
r
a
l
o
g
y
 a
n
d
 t
h
e
'
C
h
e
m
i
-

cal 
Revolution', "in Centaurus, vol.19, 

1975, pp.54-71; 
T. M

.
 Porter, "

T
h
e
 p
r
o
m
o
t
i
o
n
 of m

i
n
i
n
g
 a
n
d
 the advance-

m
e
n
t
 of science: 

the chemical revolution of mining," in 
A
n
n
a
i
s
 of Science, vol.38, 

1981, pp.543-570; 
J. 

W
.
 Liana, 

"
A
 contribution of natural history to the chemical revolution In France," in A

m
b
i
x
,
 vol.32-2, 1985, pp.71-91 i::.6

囚
如
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I8z
ー

怜
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虚
山
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S
芸
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驀
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ぐ
ニ
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T
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g
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T
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u
k
a
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T
h
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t
c
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o
m
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二
十
三

H
か
ら
一
八
二
八
年
九
月
三
十

H
ま
で
の
間
に
記
録
さ
れ
た
気
象
観
測
記
録
の
一
部
で
あ
り
、
現
在
は
ボ
ッ
フ
ム
の
ル
ー
ル
大
学
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ボ
ル
ト
関
連
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

同
史
料
の
分
類
番
号
は
、
ベ
ラ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ

(
D
i
e
S
i
e
b
o
l
dー

S
a
m
m
l
u
n
g
d
e
r
 
R
u
h
r
-
U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
t
 
B
o
c
h
u
m
,
 

V
 er
o
f
f
e
n
t
l
i
c
h
u
n
g
e
n
 d
e
s
 O
s
t
a
s
i
e
nー

Instituts
d
e
r
 R
u
h
r
 1 U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
t
 B
o
c
h
u
m
,
 B
a
n
d
 3
3
,
 
A
c
t
a
 S
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 
III)
で
は
、

1.

141.007
で
あ
り
、

M
e
t
e
o
r
o
l
o
g
i
s
c
h
e
B
e
o
b
a
c
h
t
u
n
g
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
東
洋
文
庫
収
歳
の
フ
ォ
ト
・
ス
タ
ッ
ト
版
に
本
史

料
の
陰
影
版
に
同
様
の
も
の
が
あ
り
、
吉
田
中
心
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
報
告
が
あ
る
が
、
細
部
の
同
定
が
急
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同

様
の
史
料
と
し
て
温
度
計
を
使
っ
た
も
の
（
同
様
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ
の

1
.
1
4
1
.
0
0
8
.
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
i
e
r
e
n
d
e

T
h
e
r
m
o
m
e
t
e
r
 ,
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e
o
b
a
c
h
t
u
n
g
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u
f
 D
e
s
i
m
a
,
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n
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w
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r
e
n
d
 d
e
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 ah
r
e
s
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8
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 angestellt, M
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S
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 d
e
s
 

K
e
i
s
e
r
i
i
c
h
e
n
 A
s
t
r
o
n
o
m
e
n
 T
.
 S
a
k
u
s
a
i
m
o
n
.
)
、

H
本
気
象
学
に
関
す
る
総
説
的
な
記
述
(1.141.009.
M
e
t
e
o
r
o
l
o
g
i
a
 Japonica.)
、

そ
し
て
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
古
向
度
の
測
定
記
録
(1.141.010.
B
a
r
o
m
e
t
e
r
m
e
s
s
u
n
g
e
n
,
 1.) 
d
e
s
 V
u
l
k
a
n
 Fusl. 2.) 
d
e
s
 V
u
l
k
a
n
 

W
u
n
z
e
n
.
)
な
ど
が
あ
る
。

本
史
料
は
ペ
ー
ジ
数
も
大
部
に
お
よ
ん
で
お
り
、
図
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
彪
大
な
気
象
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く

H

本
で
最
も
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
か
な
り
体
系
だ
っ
た
気
象
観
測
記
録
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
温
室
効
果
な
ど
地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
問
題
に

関
心
が
高
い
近
年
で
は
、
本
史
料
の
解
析
は
一
八
二
七
ー
ニ
八
年
当
時
の
デ
ー
タ
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
気
象
学
な
ど
の
分
野
に
対

し
て
経
年
変
化
を
議
論
す
る
上
で
の
重
要
な
貢
献
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
し
か
し
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
デ
ー
タ
ー
収
集
の
方
法
に
関
す
る
議
論
、
特
に
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
使
用
に
関
す
る
も

の
は
宇
田
川
棺
能
の
下
に
あ
っ
た
『
測
山
説
』
の
原
本
が
、
前
述
の
よ
う
に
バ
タ
ビ
ア
で
の
植
民
地
科
学
者
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン

ワ
ル
ト
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
デ
ー
タ
ー
と
の
つ
き
あ
わ
せ
が
検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
紙

輻
の
関
係
上
や
む
を
え
ず
こ
れ
を
割
愛
す
る
。
紙
輻
上
の
制
限
か
ら
は
こ
の
彪
大
な
数
値
的
な
解
析
に
つ
い
て
の
発
表
に
つ
い
て
も
、
や
は
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闘

り
無
理
と
し
か
い
い
よ
う
も
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
序
論
的
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ー
を
収
集
す
る
に
い
た
っ
た
意
図
と
背
景
を
、
問
題
と
し
て

と
り
あ
げ
議
論
し
て
ゆ
き
た
い
。
従
来
よ
り
シ
ー
ポ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
の
幅
の
広
さ
は
「
万
有
学
的
」
興
味
な
ど
と
論
じ
ら
れ
て
き
て
い

る
が
、
こ
の
数
字
の
羅
列
を
収
集
し
て
ゆ
く
と
い
う
情
熱
の
源
泉
は
那
辺
に
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
に
答
え
て
ゆ
く
の
に
、

こ
こ
で
は
単
に
シ
ー
ボ
ル
ト
個
人
の
好
奇
心
と
い
っ
た
内
面
的
動
機
か
ら
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
社
会
の
問
題
意

識
の
連
続
性
と
し
て
の
科
学
的
活
動
と
い
う
側
面
か
ら
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。

こ
の
面
で
西
村
三
郎
は
、
植
物
学
史
の
面
か
ら
ツ
ェ
ン
ベ
リ
ー
ら
の
日
本
で
の
科
学
的
活
動
に
つ
い
て
の
優
れ
た
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

5
 

6
 

こ
れ
は
リ
ン
ネ
・
ツ
ェ
ン
ベ
リ
ー
の
延
長
線
上
に
い
る
も
の
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
検
討
に
も
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
「
使
徒
」
と

い
う
語
を
敢
え
て
有
効
に
タ
イ
ト
ル
に
も
使
用
し
た
西
村
の
史
眼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
発
現
と
し
て
の
「
科
学
的
探
求
」
の
深
層
を
鮮

や
か
に
と
ら
え
て
お
り
、
リ
ン
ネ
を
初
め
と
し
て
の
植
物
の
探
求
が
、
「
神
の
書
い
た
第
二
の
著
作
」
と
し
て
の
「
自
然
と
い
う
書
物
」
を
読

む
行
為
に
例
え
ら
れ
た
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
化
の
一
環
と
し
て
の
自
然
理
解
の
方
法
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

西
村
の
研
究
が
植
物
学
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関
心
の
「
輻
」
の
広
さ
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
よ
う
。
こ
こ
で
比
較
の
た
め
の
参
照
項
と
な
る
の
は
リ
ン
ネ
で
は
な
く
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
ス
ー
ザ
ン
・
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
科
学
史
上
の
概
念
で
あ
る
、
「
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
」
と
い
う
枠
組
み
に
よ
る
シ
ー

6
 

6
 

ポ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
の
分
析
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。
シ
ー
ポ
ル
ト
と
フ
ン
ボ
ル
ト
の
交
流
に
関
し
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
報
告
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
彼
ら
の
事
実
上
の
交
流
に
つ
い
て
や
、
単
に
フ
ン
ボ
ル
ト
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
「
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
」
と
い
う
か
た
ち
で
概
念
化
の
可
能
な
、
ひ
と
つ
の
思
潮
の
中
に
あ
る
自
然
探
求
に
関
す
る
質
の
問
題
と

り紗

し
て
の
両
者
の
関
係
を
論
議
し
て
ゆ
き
た
い
。

そ
も
そ
も
科
学
史
上
の
枠
紺
み
と
し
て
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
を
最
初
に
提
叫
し
た
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
る
と
、

J

れ
は
一
九
世
紀
初
頭
に
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お
い
て
特
徴
的
な
自
然
探
求
に
対
す
る
態
度
で
あ
り
、
総
合
的
・
経
験
的
・
定
鯖
的
で
、
二

0
世
紀
の
我
々
の
持
つ
い
か
な
る
学
問
分
類
の

分
野
に
も
適
合
さ
せ
る
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ノ
ン
の
言
薬
を
引
用
す
る
な
ら
、
「
一
几
世
紀
前
半
で
の
職
業
的
な
科

学
に
お
い
て
の
偉
大
な
る
新
し
い
出
来
事
は
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
定
的
な
法
則
と
動
的
な
要
因
を
見
つ
け
る
た
め

の
拡
散
し
た
し
か
し
互
い
に
関
連
し
た
現
実
の
現
象
の
精
密
な
計
測
さ
れ
た
研
究
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
前
述
の
ベ
ー
コ

ニ
ア
ン
科
学
が
医
師
に
代
表
さ
れ
る
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
比
し
て
、
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
担
い
手
た

ち
は
少
な
く
と
も
「
自
然
」
の
探
求
に
対
し
て
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
と
り
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
者
た
ち
と
の
違
い
の
み
な
ら
ず
‘

い
わ
ゆ
る
「
自
然
探
求
」
に
対
し
て
の
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
が
多
か
っ
た
「
自

然
哲
学
者
（
ナ
ト
ゥ
ー
ル
・
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
ェ
ン
）
」
と
の
違
い
を
も
、
際
だ
た
せ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
点
こ
そ

が
、
こ
の
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
者
た
ち
が
、
「
精
密
な
屎
的
な
計
測
」
と
そ
の
た
め
の
「
器
具
の
改
良
へ
の
強
い
関
心
」
を
持
つ
と
い
う

所
以
で
も
あ
る
。
ま
た
キ
ャ
ノ
ン
も
限
定
す
る
よ
う
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
著
書
が
い
み
じ
く
も
『
コ
ス
モ
ス
』
と
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
全
体
性
」
の
追
究
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
的
特
徴
を

強
く
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
」
と
い
う
概
念
は
、
モ
レ
ル
＆
サ
ッ
ク
レ
イ
、
リ
ー
ブ
ル
な
ど
の
科

学
史
家
に
よ
っ
て
一
九

iit紀
前
半
の
科
学
活
動
、
特
に
い
わ
ゆ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
の
科
学
文
化
を
分
析
す
る
際
に
、
有
効
な
概
念
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
、
こ
の
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
な
か
で
も
植
物
学
の
研
究
が
、
リ
ン
ネ
の
よ
う
に
「
植
物
そ
の

も
の
」
・
「
あ
る
特
定
の
植
物
種
」
の
精
緻
な
「
分
類
」
と
い
う
問
題
意
識
に
阿
収
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
生
態
学
的
な
体
系
と
し
て
の

「
植
生

(vegetation)
研
究
」
・
「
相
」
と
い
う
全
体
的
な
成
り
立
ち
の
解
明
に
向
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
そ
こ
で
の
特
徴
を
も
っ
て
フ
ー
コ
ー

的
な
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
理
解
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
的
な
ロ
マ
ン
主
義
と
経
験

的
諸
科
学
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
良
質
の
例
証
を
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
に
よ
る
九
五
年
の
最
新
の
研
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究
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
於
け
る
気
象
学
史
を
論
じ
て
、
「
実
験
室
科
学
」
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
の
フ
ン
ボ
ル
ト
科

ー7
 

学
的
な
特
徴
を
描
き
出
し
て
い
る
。

あ
り
、 こ

の
よ
う
な
一
八

I
一
九
世
紀
の
科
学
史
研
究
に
新
た
な
視
点
を
加
え
て
き
た
研
究
成
果
を
参
照
に
し
て
ゆ
く
と
、

的
活
動
を
フ
ン
ポ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
範
疇
で
論
ず
る
と
い
う
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
の
に
は
、
異
論
は
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
自
然
誌
研
究
の
な
か
で
の
個
別
の
動
物
学
・
植
物
学
の
各
分
野
と
い
っ
た
局
所
で

の
彼
の
貢
献
の
事
例
的
な
検
討
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
相
互
の
関
連
性
・
補
完
性
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
ゆ
く
べ
き
か
と
い

う
問
題
を
設
定
し
た
際
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
従
来
に
は
周
辺
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
研
究
・
調
査
分
野
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
時
に
検
討
さ
れ
る
の
は
そ
の
諸
学
問
間
の
全
体
的
な
見
取
り
図
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
と
い
う
射
程

に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
全
体
性
」
を
論
ず
る
た
め
の
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

筆
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
塚
原
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
助
手
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
科
学
上
の
貢
献
を
分
析
し
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー

が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
と
い
う
出
自
と
、
そ
の
科
学
的
な
貢
献
に
比
し
て
や
や
不
遇
と
も
言
え
る
生
涯
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
通
じ
て
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
研
究
が
、
こ
の
よ
う
な
数
多
く
の
助
手
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
決
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
貞
献
の
小
さ
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
科
学
研
究
の
常
習
的
プ
ラ

ジ
ア
リ
ス
ト
・
剰
窃
者
と
し
て
彼
を
謗
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
よ
り
正
確
に
見
え
て
く
る
こ
と
と
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科

学
的
才
能
は
、
彼
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
性
格
、
も
し
く
は
研
究
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
手
腕
に
、
は
と
ん
ど
依
拠
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
彼
の
科
学
的
な
研
究
業
績
と
い
わ
れ
る
も

の
の
ほ
と
ん
ど
で
は
、
自
然
誌
的
領
域
で
の
デ
ー
タ
ー
の
加
算
と
い
う
も
の
以
外
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
み
ら
れ
な
い
。
こ

れ
は
彼
が
行
っ
て
き
た
の
が
資
料
•
標
本
の
先
取
と
い
う
こ
と
が
最
も
重
要
な
問
題
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
で

フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
お
よ
び
植
民
地
科
学
研
究
の
分
野
で
論
じ
ら
れ
る
、
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
面
で
の
科
学

シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
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(62) 研
究
の
最
前
線
を
担
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
「
ロ
ー
カ
ル
」

の
枠
を
超
え
き
れ
な
か
っ
た
と
評
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
に
対
し
て
常
に
尋
常
な
ら
ぬ

ほ
ど
の
野
心
と
執
念
を
抱
き
、

H
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
双
方
で
か
な
り
研
究
倫
理
に
悴
る
行
為
ま
で
行
い
続
け
た
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
る
が
、
こ

の
H
本
と
い
う
局
面
で
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
と
り
も
な
お
さ
ず
大
変
な
才
能
を
発
揮
し
た
。
そ
こ
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

も
呼
べ
る
研
究
戦
略
、
も
し
く
は
今
日
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
通
用
す
る
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、
「
論
文
生
産
性
向
上
の
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
・

デ
ザ
イ
ン
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
彼
の
研
究
動
機
•
野
心
も
含
め
て
考
察
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
再
度
シ
ー
ボ
ル
ト
の
研

究
活
動
を
「
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
」
と
い
う
当
時
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
通
じ
て
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
稔
り
多
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る
膨
大
な
気
象
デ
ー
タ
ー
の
収
集
の
位
置
づ
け
が
、
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
外
堀
を
埋
め
る
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
、
我
々
は
気
付
か
さ
れ
る
。
ま
た
観
測
器
具
の
使
用
、
数
値
に
置
き
換
え
ら
れ
た

デ
ー
タ
ー
の
収
集
、
そ
し
て
気
象
条
件
と
い
う
生
物
の
生
息
状
態
の
研
究
に
と
っ
て
、
最
も
碁
本
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
デ
ー
タ
ー
の

一
年
間
に
渡
る
完
全
な
記
述
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
別
の
手
稿
や

H
記
へ
の
引
用
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
要
諦
を
な
し
て
い
た
と
も
い
え
、
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
的
な
特
徴
を
強
く
帯
び
て
い
る
か
な
り
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の

で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
は
、
ま
さ
か
フ
ン
ボ
ル
ト
に
並
び
称
さ
れ
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
目
的
と
し
て
の
フ
ン

ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
」
が
、
彼
に
は
範
型
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

闘

V
e
r
a
S
c
h
m
i
d
t
,
 A
c
t
a
 Sieboldiane 
III, 
D
i
e
 Sieboldianaー

S
a
m
m
l
u
n
g
d
e
r
 R
u
h
rー

U
n
i
uゞ、
sitat
B
o
c
h
u
m
,
 1
9
8
9
,
 p
.
1
0
9
 

翻
吉
田
忠
、
「
日
本
に
お
け
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
研
究
」
、
法
政
大
学
第
十
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

P
h
.
F
.
v
o
n
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日

本
の
近
代
化
、
一
九
八
六
年
に
て
発
表
。
要
旨
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
要
旨
p
.
2
9
に
あ
る
。

S
c
h
m
i
d
t
カ
タ
ロ
グ
の

p
p
.
1
0
9ー

llO.
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こ
の
所
在
は
筆
者
の
一
人
で
あ
る
塚
原
に
よ
っ
て
以
下
の
論
文
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
塚
原
東
吾
著
著
「
西
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
（
ボ
ッ

フ
ム
）
に
現
存
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
文
書
中
の
地
質
学
的
調
査
研
究
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。
ま
た
気
象
観
測
記
録
に
つ
い
て
は
シ
ー
ボ
ル

ト
『
日
本
』
の
な
か
で
の
江
戸
参
府
紀
行
な
ど
の
な
か
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ー
で
あ
る

か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
日
本
で
最
も
古
い
西
洋
式
の
デ
ー
タ
ー
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
温
度
計
・
気
圧
計
な
ど
の
紹

介
・
導
入
な
ど
の
点
も
あ
わ
せ
て
今
後
の
検
討
に
賦
し
た
い
が
、
栗
原
福
也
氏
か
ら
の
助
言
(
-
九
九
五
年
十
二
月
十
五

H
、
「
オ
ラ
ン
ダ
若

手
研
究
者
の
会
」
大
磯
研
修
会
で
の
日
頭
で
の
示
唆
に
よ
る
）
で
は
、
プ
ロ
ン
ホ
フ
に
よ
る
商
館

H
記
・
報
告
書
な
ど
に
天
気
・
気
温
な
ど

の
簡
単
な
気
象
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
以
前
に
も
若
干
の
気
象
観
測
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
貴
重
な
助
言
に
感
謝
し
た
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
記
録
は
科
学
的
な
デ
ー
タ
ー
と
し
て
は
散
発
的
・
付
随
的
な
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
継
時
的
・
総
合
的
な
観
測
デ
ー
タ
ー
と
し
て
は
こ
の
資
料
が
よ
り
包
括
的
な
も
の
と
し
て
、
か
な
り
古
い
も
の
で
あ

る
点
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

闘
『
測
山
説
』
と
ラ
イ
ン
ワ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
注
三

0
を
参
照
。

闘
西
村
三
郎
著
『
リ
ン
ネ
の
使
徒
た
ち
ー
探
検
博
物
学
の
夜
明
け
ー
』
（
一
九
八
九
年
）
。

闘

S
u
s
a
n
C
a
n
o
n
,
 S
c
i
e
n
c
e
 
in 
culture :
 T
h
e
 eミ
n
}

＜
i
c
i
o
r
i
d
n
Pミ
riod,
1978. 

闘
シ
ー
ボ
ル
ト
と
フ
ン
ボ
ル
ト
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

K
u
r
t
-
R. 
B
i
e
r
m
a
n
n
,
 ^

}

 

J
a
p
a
n
 :
 v
o
m
 l
e
g
e
n
d
a
r
e
n
 
Z
i
p
a
n
g
u
 
bis 
z
u
m
 

z
e
i
t
g
e
n
o
s
s
i
s
c
h
e
n
 N
i
p
p
o
n
 bei A
L
E
X
A
N
D
E
R
 v
o
n
 H
U
N
B
O
L
D
T
,
"
 in 
H
 

ル
ナ
ー
著
「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
」
等
を
参
照
。

闘

S.
C
a
n
o
n
,
 S
c
i
e
n
c
e
 
in 
cult
ミ
苔

p.150.

闘

J.
M
o
r
r
e
l
l
 a
n
d
 A
.
 T
h
a
c
k
r
a
y
,
 Gentle, 葵
n
o
f
 science :
 Eミ
b
yミ
ミ

rs
o
f
 the British Association f
o
r
 the A
d
v
a
箋
ミ
葵
ミ

o
f
 S
c
i
e
n
苔

1
9
8
1
;

T. L
e
v
e
r
e
,
"
E
l
e
m
e
n
t
s
 in 
t
h
e
 structure of V
i
c
t
o
r
i
a
n
 science o
r
 C
a
n
n
o
n
 revisited," 
in J. D• 

N
o
r
t
h
 

(63) 
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a
n
d
 J. 
J. 
R
o
c
h
e
 eds., 
T
h
e
 light of nature, 
1985, p
p
.
4
3
3

ー
4
4
9
~
A
J
·
を
表
ク
昭
⑮

間

N
i
c
h
o
l
s
o
n
,
"
A
l
e
x
a
n
d
e
r
 v
o
n
 H
u
m
b
o
l
d
t
,
 H
u
n
b
o
l
d
t
i
a
n
 S
c
i
e
n
c
e
 a
n
d
 t
h
e
 O
r
i
g
i
n
s
 of t
h
e
 S
t
u
d
y
 of V
e
g
e
t
a
t
i
o
n
,
"
 in 

H
芝
ory
o
f
 S
c
i
e
n
 g
 vol.25, 
p
p
.
1
6
7ー

194.

⑪
 

R. 
W. H
o
m
e
,
 "
H
u
m
b
o
l
d
t
i
a
n
 s
c
i
e
n
c
e
 revisited: 
a
n
 A
u
s
t
r
a
l
i
a
n
 c
a
s
e
 study," in 
History 
o
f
 Science, vol.33, 
1995, 

T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
,
 "
T
h
e
 D
u
t
c
h
 C
o
m
m
i
t
m
e
n
t
 in its 
S
e
a
r
c
h
 for A
s
i
a
n
 M
i
n
e
r
a
l
 R
e
s
o
u
r
c
e
s
 a
n
d
 t
h
e
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 of 

G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
s
 a
s
 a
 C
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
 "; 
ibid., 
A
 S
t
u
d
y
 
o
n
 the B
e
g
i
n
n
i
n
g
 o
f
 C
h
e
m
i
s
t
r
y
 a
n
d
 C
h
e
m
i
c
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 

i
n
j
d
P
d
き
塚
原
東
吾
著
「
西
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
学
（
ボ
ッ
フ
ム
）
に
現
＃
す
る
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
文
書
中
の
地
質
学
的
調
査
・
研
究
に

つ
い
て
」
□

T
o
g
o
 T
s
u
k
a
h
a
r
a
 a
n
d
 M
a
s
u
m
i
 O
s
a
w
a
,
"
O
n
 t
h
e
 S
i
e
b
o
l
d
 Collection of c
r
u
d
e
 d
r
u
g
s
 a
n
d
 related m
a
t
e
r
i
a
l
s
 

f
r
o
m
 J
a
p
a
n
,
"
 in Bulletin 
o
f
 
T
o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
University, 
Section IV, M
ミ
h
e
m
a
t
i
c
s
a
n
d
 N
a
t
u
r
a
l
 Sciences, vol.41, pp.41 

ー

9
7
~
ど。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
研
究
上
の
問
題
点
は
数
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
②
の
M
a
c
L
e
a
n
論
文
お
よ
び
以
下
の
石
山
論
文

な
ど
を
参
照
石
山
禎
一
著
「
ラ
イ
デ
ン
国
立
錯
薬
館
の
歴
史
と
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
特
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
自
箪
書
簡
『
一
八

六
四
年
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
の
公
開
状
』
を
中
心
に
」
。

第
三
章

結
語
I
植
民
地
科
学
・
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
科
学
・
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
の
関
係
性
、
そ
し
て
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」

い
く
つ
か
の
側
面
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
科
学
的
活
動
の
あ
り
よ
う
が
再
検
討
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
を
論
じ
て
き
た
が
、

こ
の
三
つ

の
関
係
と
は
互
い
に
エ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ヴ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
成
り
立
た
な
い
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
各
々
の
側
面
で
あ
っ

(73) 

以
上

pp.lー

2
2

⑳
 

7
 

9

¥
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筆
者
の
中
で
の
一
人
で
あ
る
篠
田
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
「
実
験
（
室
）
科
学
〔
L
a
b
o
r
a
t
o
r
y
Science〕」

と
の
相
互
影
響
関
係
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
中
で
、
キ
ャ
ノ
ン
の
提
起
し
た
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
科
学
と
い
う
概
念
に
注
目
し
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
見
て
も
、
ま
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
行
う
諸
科
学
の
成
立
と
植
民
地
に
お
い
て
推
進
さ
れ
る
自
然
誌
的
研
究
と
の
関
連
性

の
深
さ
か
ら
見
て
も
、
「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
派
遣
さ
れ
た
植
民
地
科
学
者
シ
ー
ボ
ル
ト
」
は
事
例
と
し
て
今
後
も
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
あ
る
種
「
何
で
も
利
用
で
き
る
も
の
は
利
用
し
て
ゆ
く
」
タ
イ
プ
の
植
民
地
科
学
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
あ
る
面
で
の
方
法
的
に
は
先
行
者
を
覆
し
つ
つ
も
、
そ
の
実
の
と
こ
ろ
で
は
使
え
る
も
の
は
使
い
、
そ
し
て
先
行
者
の
轍

を
嬉
々
と
し
て
踏
ん
で
い
っ
た
野
心
家
シ
ー
ボ
ル
ト
の
重
層
性
は
矛
盾
無
く
理
解
さ
れ
得
よ
う
。

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
論
考
を
進
め
て
き
た
な
ら
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
論
ず
る
と
こ
ろ
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
概
念
の
シ
ー

ボ
ル
ト
的
な
変
奏
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
あ
と
一
歩
に
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
紙
幅
を
顧
み
て
、

か
ら
。

こ
れ
以
上
議
論

て
植
民
地
科
学
者
が
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
で
あ
る
、
も
し
く
は
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
し
た
フ
ン
ボ
ル
テ
ィ
ア
ン
な
ど
な
ど
と
い

う
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
り
得
る
。
ま
し
て
や
あ
る
種
の
学
理
的
な
一
貫
性
・
統
一
性
に
お
い
て
の
先
端
的
な
せ
め
ぎ
あ
い
を
行
っ
て
い
た

一
流
の
科
学
者
と
い
う
よ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
完
全
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
流
か
ら
見
れ
ば
、
二
流
の
科
学
者
で
あ
っ
た
。
使
え
る
も
の
を
取

り
込
む
の
に
も
ま
た
躊
躇
の
な
い
、
植
民
地
科
学
者
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
し
か
し
、
決
し
て
二
流
で
あ
る
か
ら
無
意
味
で
あ
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
歴
史
記
述
が
我
々

に
示
し
た
の
は
、
こ
の
二
流
、
そ
し
て
三
流
の
レ
ベ
ル
で
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
お
い
て
歴
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
互
い
に
使
い
使
わ
れ
る
と
い
う
‘

い
ま
や
そ
れ
ら
ま
で
も
の
あ
り
よ
う
の
重
層
的
な
関
係
性
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
こ
と

51 

で
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
重
要
な
教
訓
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
ア
ナ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ

シ
ズ
ム
の
範
を
ひ
く
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
一
部
の
「
一
流
」
科
学
者
が
英
雄
で
あ
っ
た
時
代
は
、
既
に
去
っ
て
い
る
の
だ
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を
続
け
る
こ
と
を
慎
ま
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
の
「
科
学
」
概
念
、
そ
こ
に
は
民
族
の
学
や
社
会
の
学
、
そ
し
て
文
化
の

学
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
城
攻
め
を
考
え
る
な
ら
そ
ち
ら
は
本
丸
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
軍
師
が
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
本
稿

は
「
自
然
科
学
」
と
い
う
堅
牢
な
る
外
堀
を
埋
め
た
と
こ
ろ
で
、
と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
攻
め
人
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
差
し
控
え
よ
う
。
手
勢

を
固
め
直
す
こ
と
、
そ
し
て
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
な
る
身
内
の
謀
反
を
押
さ
え
る
よ
う
息
い
を
致
す
こ
と
を
心
が
け
、
こ
こ
で
肱
箪

と
し
た
い
。

⑭
シ
ー
ボ
ル
ト
が
「
二
流
」
の
科
学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
注
訓
な
ど
を
参
照
。

詞

八

0
年
代
の
先
鋭
な
感
性
で
あ
る

E
u
r
y
t
h
m
i
x
の
A
n
n
i
e
L
e
n
n
o
x
は
こ
の
こ
と
を
"
S
o
m
e
b
o
d
y
w
a
n
t
s
 to 
u
s
e
 
you, 
s
o
m
e
'
 

b
o
d
y
 w
a
n
t
s
 to b
e
 u
s
e
d
 b
y
 y
o
u
,
"
と
し
て
い
る
。

閥
篠
田
真
理
子
著
『
〈
新
し
い
地
〉
の
現
出
植
物
地
理
学
•
生
態
学
の
成
立
と
〈
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
〉
の
変
遷
ー
』

一
九
几
五
年
度
‘
修
士
論
文
）
。

（
東
京
大
学
大
学
院
、

以
上
の
論
文
は
メ
ラ
イ
ス
ト

(
M
e
l
y
s
t
)

研
究
会
（
目
黒
科
学
・
技
術
・
社
会
論
研
究
リ
セ
ウ
ム
ー
メ
ラ
イ
ス
ト
は

M
e
g
u
r
o
L
y
s
e
u
m
 

of Science, T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 a
n
d
 S
o
c
i
e
t
y
の
訟
ぷ
称
‘
車
g
凩
日
I

黒
ク
ヘ
米
羊
へ
術
飴
叩
内
岩
向
田
誠
一
一
北

ii道
大
学
名
臀
教
授
気
付
）
に
集
う
若
手
科

学
史
家
の
共
同
討
議
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
研
究
会
会
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
久
米
美
術
館
と
高
田
誠
一
―
氏
に
は

謝
意
を
表
し
た
い
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
特
に
分
担
と
言
う
こ
と
は
な
い
が
、
草
稿
を
塚
原
が
起
こ
し
、
特
に
ベ
ー
コ
ニ
ア
ン
に
つ
い
て
は
伊
藤
が
、
フ
ン
ボ
ル

テ
ィ
ア
ン
に
つ
い
て
は
篠
田
が
検
討
し
、
校
訂
を
松
村
と
綾
部
が
行
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
科
学
史
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
本

間
•
松
村
が
、
史
学
上
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
柿
原
·
綾
部
が
貢
献
し
、
杉
山
・
塚
原
で
全
体
の
統
一
を
は
か
っ
た
。
ま
た
筆
者
に
は
加
わ

ら
な
か
っ
た
が
松
原
洋
子
氏
（
早
稲
田
大
学
）
か
ら
は
、
草
稿
に
目
を
通
し
た
う
え
で
の
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
記
し
て
お
き

た
い
。
尚
、
最
終
的
な
文
責
•
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
は
塚
原
に
お
く
。
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